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●社会保障の発展と運動
社会保障といっても、国民が望む「権利としての社会保障」と現実に私たちが

利用する「政策としての社会保障」ではずいぶん違いがあります。政策決定とい
うのは、ある意味国民と国家の力関係によって決まってきます。そのため「政策
としての社会保障」は国家が最低限度にとどめようとする「支配としての社会保
障」と「権利としての社会保障」の間を揺れ動きます。まさに社会保障は運動と
の関わりが大きいということを表しているものなのです。国民が運動の手を緩め
れば、社会保障は「支配としての社会保障」へどんどんシフトしていくものなの
です。（下図参照）

●消費税の福祉目的税化の危険
社会保障の場合、何を行うにしても財源というのは非常に大事です。社会保障

のところで租税をなるべく投入すべきだという最近の議論の中で、消費税が非常
にクローズアップされています。1989年４月に消費税が導入されましたが、その
年の７月に行われた参議院選挙で自民党は大惨敗を喫しました。消費税を福祉に
使うということを国民に示さなければ次の年の総選挙に勝てないと判断した自民
党は、その年の12月に「高齢者保健福祉推進10カ年計画」いわゆるゴールドプラ
ンを作りました。これは後に新ゴールドプランとなりますが、このゴールドプラ
ン、新ゴールドプランに消費税から使われたのはわずか数％です。実際のところ
消費税は所得税と法人税の減税分、大体６兆円の減収分を補填するためにできた
ものです。ですから、福祉に回せるはずなどなかったのです。
消費税の目的税化というのは、1999年以降、非常にクローズアップされていま

すが、実は2000年度予算で、それは実施されています。消費税は１％の地方分と
４％の国税分に分かれていますが、４％分で2000年度は６兆9,000億円が入るので
す。基礎年金が４兆5,000億円、老人医療３兆3,000億円、介護１兆3,000億円、計
９兆円が計上されていますが、予算総則という規則によれば、そのうち６兆9,000
億円は消費税で、さらに足りない部分は国債でまかなうとなっています。消費税
は目的税になってはいませんが、すでに目的化されているのです。これにより、
消費税を社会保障に使っているのだから、国民が社会保障の充実を要求するなら、
消費税を上げなければならないという根拠がすでにできてしまっているのです。
国民は税が高くなることを好むはずがありません。そうなると、国民の社会保障
を要求する運動をなし崩しにすることが可能になり、税収が社会保障の質と量を
決めてしまうということになります。つまり、目的税化するというのは、非常に
危険なことなのだといえると思うのです。

●利潤の中に存在する社会保障費
消費税がおかしいというのなら、社会保障の財源はどこにあるかということに

なるのですが、結論から先にいいますと、社会保障の費用は利潤の中に存在する
ということです。マクロでみた場合、すべての国民がもらった賃金と、企業が利

潤として得た分の総和、この２つを足したものを国民所得と呼んでいます。われ
われは賃金の中から税金を払っています。しかし、社会保障に関して言えば、賃
金の中には社会保障の費用は含まれていないのです。賃金というのは三重構造に
なっています。当の働いている労働者の生活費、家族の生活費、労働力の育成・
養育費、この３つによって構成されているのが賃金だといえると思います。賃金
は労働力の対価ではなく、労働力の価値として払われるものです。だから、長期
の病気、障害、高齢期で働けない、これらはすべて労働力の価値を無くしている
状態であるため賃金は払われない。このことから、高齢期の費用や、障害者にな
ったときの費用、長期に病気になったときの費用は、賃金には含まれないことが
分かると思います。
賃金に社会保障の費用が含まれないということになれば、マクロの国民所得で

考えると社会保障の費用は利潤の中に存在するということが言えると思います。
しかし、介護保険、医療保険、年金をみてみると大方の部門で自己負担も含める
と、国民の賃金から払っている部分の方が圧倒的に多いのです。そういう意味で
は、社会保障の財源のはき違えというものが、ずいぶん長らく常態化されてきま
した。ですから、今後いかに利潤からわれわれの社会保障のための費用を取って
くるのかという必要性があるのです。

●「社会保障金庫」の創設で
では、企業の利潤を実際取るにはどうしたらよいかということです。現在、特

例はあるものの法人税というのは30％という１本の税率しかありません。個人の
所得税は累進税で払っているのに、企業は１本の税率というのはおかしな話です。
ですから、10％、20％、30％、40％、50％と法人税の累進税化を図るべきです。
しかし、それだけで社会保障の財源をまかなえるはずはありません。ですから、
雇用保険と労災保険を除いたすべての社会保険を廃止し、新たに規模に応じた税
率を決めて、社会保障税を新設すべきだと思います。そして、この社会保障税と
一般租税から社会保障をまかなっていくべきではないかと考えています。
そして、この運用にあたっては官僚に任せないで、社会保障税と一般租税で社

会保障に関わることに使うものを、社会保障金庫というかたちに置き換えます。
そして、政府とは独立した機関を創設して、そこで社会保障の計画・運用につい
て論議し、実施していくべきだと思います。

●企業参入の危険
小泉政権が誕生して郵便事業の民営化が焦点のひとつになっています。介護保

険制度において企業の参入が認められていますが、人間の生活に密着するところ
に企業が入ると大変なことになるというのは、コムスンの例をとっても明らかで
す。企業の論理はボランティア精神ではありませんから、儲からなければ目の前
に困っている人がいようが撤退するのです。つまり、われわれの生活を最後まで
みてくれるのは企業ではないということです。
しかし、公はそうではないのです。目の前に困っている人がいれば、儲からな

くともやらなければいけないのです。この違いを考えなければいけません。人間
の生活や生命を企業に任せるということであれば、最も困っている人が助けられ
ないことになるのだということです。われわれの生活や生命を守る部分というの
は公共財、公的に守らなければいけないものです。それを利用する人にお金を払
えない人が結構おられる分野なのです。そういう意味で、医療や福祉がマーケッ
ト化されていくのは非常に危険なことです。医療団体、あるいは福祉関係者がこ
ぞってこういうものに反対していかなければ、自分たちの首を絞めることになる
だろうと考えられます。

（図）政策としての社会保障の成立過程 
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質疑応答から 質疑応答から 
Ｑ．「社会保障」と「セーフティーネット」の概念の違いとは。 
 
Ａ．セーフティーネットというのは落ちるまでどうするかと
いう話ではなく、最後の最後に助けますよということに
しかならない。つまり、落ちたときにしか助けないのです。
社会保障というのは、われわれが生活するための条件だ
という位置づけをするのか、暮らせなくなった最後の最
後に助けるものなのかということなのです。われわれは
生まれた途端に不平等なのです。だから、不平等を平等
にするために、まずは社会保障で平等化を図りましょう
ということが大切なことなのです。つまり、われわれの
生活の条件が社会保障であって、最後の最後に助けて
もらうのが社会保障ではないのです。「機会と結果の平
等」というものを図るためにも、まさに社会保障という
ものは条件として必要なのだといえると思います。 

Ｑ．介護保険制度が施行されて1年が経過した。この1年で得ら
れた効果、結果をもって今後、国がどのような政策を打ち出
すのか非常に危惧しているが、それについてご意見をお願
いしたい。 
 
Ａ．介護保険はよく「医療や社会保障の実験場」と言われます。
介護保険でやったことを、医療やその他の社会福祉に反映
させていこうという考え方がもともとあったのです。高齢者
の介護の部分というのは、施設でいえば医療の方とリンクし
ています。そして、対象者でいうと一部障害者とリンクして
います。だから、昨年の４月から介護保険施行で１割負担が
実施され、これをステップに今年の１月からは７０歳以上の高
齢者の医療の１割負担が実施されました。つまり、介護保険
でやったことを全部やっていくということです。この流れか
らすると、次に来るのは医療費の上限決めだと思います。す
でに、老人病院、療養型病床群などには、「まるめ方式」とい
うものが入っていますが、急性期以外の「まるめ」というのは、
かなり進んでいくだろうと思います。 

Ｑ．マスコミの論調の影響が大きい最近の情勢の中、一般
市民に社会保障改革の問題を理解してもらうにはどう
したら良いか。 
 
Ａ．この点については、いかに今行われていることの悪さ
を知らしめていくのか、こういうことが大切なのではな
いかと思います。具体的には、公開の討論会や学習会
というものをこまめに小さな地域で開いて、住民に知っ
てもらう必要性があるだろうと思います。また、開業医
の方が多いのですから、例えば分かりやすいビジュアル
化したパンフレットを作って、それを患者さんに見ても
らう。あるいはそんな時間はないかもしれませんが、診
察するときにいろいろなことを説明する中で、社会保
障の問題性を話してみるという努力をしてみたりと、マ
スコミの報道とは違う面で国民に知ってもらう機会を
増やしていかない限り、これはどうにもならないと思い
ます。 

■第38回保団連北信越ブロック会議・医療政策学習会   ●芝田先生講演内容まとめ 

福祉国家崩壊から再生への道 福祉国家崩壊から再生への道 
講  師　立命館大学産業社会学部教授　芝田　英昭 



（3）2001年６月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第350号石 川 保 険 医 新 聞

医
科
分
科
会
は
、
元
支
払
基

金
職
員
の
織
田
三
郎
氏
を
助
言

者
に
迎
え
て
、「
審
査
・
指
導

対
策
と
診
療
報
酬
改
善
要
求
」

を
主
要
議
題
に
行
わ
れ
た
。
出

席
者
は
各
県
役
員
・
事
務
局
員

の
二
十
二
人
。

最
初
に
北
信
越
各
県
に
お
け

る
保
険
審
査
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
た
後
、
助
言
者
の

織
田
氏
か
ら
支
払
基
金
の
最
近

の
審
査
業
務
に
つ
い
て
以
下
の

よ
う
な
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

支
払
基
金
の
主
な
業
務
は
、

「
迅
速
・
適
正
な
支
払
い
」
と

「
保
険
審
査
」
で
あ
る
が
、
各

県
支
部
と
も
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
導
入

（
こ
れ
の
外
部
委
託
）
が
進
み
、

支
払
い
業
務
を
合
理
化
し
、
最

近
で
は
保
険
審
査
が
主
な
業
務

に
な
っ
て
い
る
。
レ
セ
プ
ト
の

受
付
か
ら
保
険
者
へ
の
請
求
ま

で
の
「
三
十
日
方
式
」
の
導
入

に
よ
り
、
審
査
委
員
会
の
開
催

日
が
繰
り
下
が
り
、
審
査
事
務

共
助
の
時
間
を
十
分
に
と
る
よ

う
に
な
っ
た
。
基
金
職
員
は

「
審
査
基
準
」
や
「
Ｑ
＆
Ａ
」

（
内
規
）
に
も
と
づ
き
、
過
剰

（
Ｂ
）
減
点
な
ど
医
療
内
容
に

ま
で
踏
み
込
ん
だ
「
疑
義
付
せ

ん
」
を
付
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
審
査
委
員
は

「
疑
義
付
せ
ん
」
に
引
き
づ
ら

れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

ま
た
、
保
険
者
か
ら
の
再
審

査
に
比
べ
て
、
医
療
機
関
か
ら

の
再
審
査
が
極
端
に
少
な
い
こ

と
が
紹
介
さ
れ
、
主
治
医
の
治

療
方
針
を
審
査
委
員
会
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
減
点

や
返
戻
を
受
け
た
場
合
は
必
ず

再
審
査
や
審
査
委
員
長
宛
の
文

書
質
問
な
ど
の
機
会
を
利
用
す

べ
き
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

指
導
対
策
で
は
、
新
潟
県
か

ら
本
年
四
月
五
日
付
の
厚
労
省

医
療
課
長
通
知
「
特
定
共
同
指

導
等
の
実
施
に
係
る
取
扱
い
」

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。

同
通
知
で
は
、「
指
導
対
象

と
な
る
レ
セ
プ
ト
の
患
者
名
に

つ
い
て
は
、
実
施
日
の
概
ね
一

週
間
か
ら
十
日
前
に
通
知
す
る

こ
と
」
が
明
記
さ
れ
た
。

「
指
導
大
綱
関
係
実
施
要
領
」

で
は
、「
都
道
府
県
個
別
指
導

に
つ
い
て
は
、
同
通
知
に
準
じ

て
実
施
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
指

導
の
前
日
に
対
象
患
者
名
が
Ｆ

Ａ
Ｘ
送
信
さ
れ
て
い
る
個
別
指

導
に
も
適
用
さ
れ
、
本
年
度
か

ら
は
〝
概
ね
一
週
間
か
ら
十
日

前
〞
に
文
書
で
通
知
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
保
険
医
協

会
・
保
団
連
の
指
導
改
善
運
動

の
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
各
県

社
会
保
険
事
務
局
が
こ
の
ル
ー

ル
を
遵
守
す
る
よ
う
、
各
協
会

か
ら
申
し
入
れ
、
監
視
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

診
療
報
酬
問
題
で
は
、
来
年

四
月
の
改
定
に
向
け
た
保
団
連

の
「
不
合
理
是
正
要
求
案
」
及

び
「
緊
急
提
言
案
」
が
紹
介
さ

れ
、
各
県
理
事
会
で
討
議
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
長
野
県
か
ら
「
在

宅
医
療
に
お
け
る
看
護
婦
の
業

務
範
囲
拡
大
等
の
改
善
」
の
提

案
が
あ
っ
た
が
、
法
的
整
備
を

伴
う
重
大
な
内
容
を
含
ん
で
お

り
、
慎
重
な
取
り
扱
い
を
求
め

る
声
が
多
か
っ
た
。

午
後
一
時
か
ら
引
き
続
き
歯

科
分
科
会
が
開
か
れ
、
北
信
越

各
県
か
ら
歯
科
医
、
事
務
局
合

わ
せ
て
十
四
人
が
出
席
し
た
。

新
潟
県
保
険
医
会
・
谷
田
部
副

会
長
を
進
行
役
に
以
下
四
点
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

一
、
「
か
か
り
つ
け
初
診
料
」

の
廃
止
を
求
め
る
運
動

二
、
歯
科
点
数
の
不
合
理
項
目

の
整
理
と
改
善
運
動
に
つ
い

て
三
、
歯
科
の
混
合
診
療
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か

四
、
特
定
共
同
指
導
等
の
実
施

に
係
わ
る
取
り
扱
い
と
個
別

指
導
の
在
り
方

最
初
に
「
か
か
り
つ
け
初
診

料
」
廃
止
運
動
に
い
つ
ま
で
も

か
か
わ
ら
ず
、
制
約
の
な
い
医

科
並
み
の
初
診
料
確
保
の
運
動

を
す
べ
き
と
の
声
が
多
か
っ

た
。実
際
に
届
け
出
は
多
い
が
、

レ
セ
プ
ト
件
数
で
は
一
割
に
満

た
な
い
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

次
に
新
潟
か
ら
の
歯
科
診
療

報
酬
不
合
理
是
正
項
目
に
つ
い

て
の
案
を
参
考
に
活
発
に
討
論

さ
れ
た
。
最
近
、
点
数
に
な
ら

な
い
経
費
（
グ
ロ
ー
ブ
、
消
毒

等
）
が
か
さ
み
、
不
合
理
な
点

数
に
目
が
い
か
ざ
る
得
な
く
な

っ
て
き
た
。
ま
ず
、
わ
が
子
が

障
害
者
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

保
険
者
か
ら
の
電
話
に
対
し

て
、
母
親
が
認
め
ず
ト
ラ
ブ
ル

に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
報
告
さ

れ
、
「
障
害
者
加
算
」
か
ら

「
治
療
困
難
加
算
」
へ
の
名
称

変
更
を
強
く
感
じ
た
。
ま
た
、

補
綴
物
未
来
院
請
求
一
部
負
担

金
は
保
険
者
が
徴
収
す
べ
き
と

の
意
見
や
、
金
パ
ラ
問
題
で
は

代
替
合
金
の
研
究
で
は
な
く
、

一
番
良
い
金
属
の
使
用
を
奨
め

て
行
く
べ
き
と
の
意
見
な
ど
が

出
席
者
の
一
致
点
で
あ
っ
た
。

補
綴
物
維
持
管
理
料
に
つ
い
て

は
、
少
な
く
と
も
自
院
で
算
定

し
て
い
な
い
隣
在
歯
の
抜
歯
に

伴
う
ブ
リ
ッ
ジ
作
成
は
認
め
て

欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

歯
科
に
お
け
る
混
合
診
療
で

は
、
一
連
の
治
療
行
為
の
中
で

行
わ
れ
て
い
る
た
め
認
識
が
薄

く
、
自
費
へ
の
移
行
は
慎
重
に

区
別
す
べ
き
で
あ
る
。

指
導
に
つ
い
て
は
各
県
の
実

施
の
在
り
方
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ

れ
た
が
、
集
約
す
る
と
以
下
の

三
点
の
要
望
が
多
か
っ
た
。

一
、
対
象
患
者
を
で
き
る
だ
け

早
く
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
は
な
く

公
文
書
で
通
知
し
て
欲
し
い
。

二
、
持
参
物
を
限
定
し
て
欲
し

い
。

三
、
事
前
資
料
の
内
容
を
厳
選

し
て
欲
し
い
。

最
後
に
、
石
川
協
会
か
ら
学

術
講
演
会
の
意
図
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
医
科
と
の
連
携

及
び
他
職
種
と
の
交
流
や
患
者

か
ら
見
た
魅
力
の
拡
大
に
つ
な

が
る
と
の
明
る
い
話
題
提
供
が

あ
り
、
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

保団連公害環境対策部主催 

公害視察会のご案内 
「JCO事故以降の東海村と原子力施設を訪ねる」（仮称） 
保団連公害環境対策部では、公害をなくし、国民が健康に住める環境を作るため

に、毎年、各地の公害問題等を視察して運動の前進を図っています。同時に、その地
域の問題に触れた学習会を開き、認識を深める活動を行っています。今年は、茨城県
の東海村を訪ねて、JCO事故当時からの現状、東海村の原子力施設等を視察すると
ともに住民との話し合いなども計画しています。 
学習会はプルサーマル計画、高速増殖炉原子炉の問題点、JCO事故の当時と現
在の違い等について、日本科学者会議原子力問題研究委員会委員である岩井孝先
生による学習会を行います。また、偕楽園なども見学します。 

2001年10月20日（土）～21日（日） 

10月12日（金） 
■集合：10月20日16：30東京駅　 ■解散：10月21日16：00東京駅 

（10月13日以降のキャンセルは      ）      一定のキャンセル料がかかります 
50,000円 （東京駅集合～解散まで全日程バス使用。宿泊費、バス代）     食事代、交流会費、資料等を参加費に含みます 

■問い合わせ先 …… 保団連公害環境対策部　電話  03‐3375‐5121

開催日程 

締　　切 

参  加  費 

第38回 
保団連北信越 
ブロック会議 

医科分科会分科会 医科分科会 

元
支
払
基
金
職
員
を
迎
え 

審
査
・
指
導
対
策
を
中
心
に 

事
務
局
長
　
神
田
　
順
一 

第38回 
保団連北信越 
ブロック会議 

歯科分科会分科会 歯科分科会 
『
か
初
診
』を
中
心
に
討
議 

石
川
の
学
術
講
演
会
に
も
注
目 

理
事
　
小
島
　
　
登（
内
灘
町
・
歯
科
） 

22人が出席して開かれた医科分科会

14人が出席して開かれた歯科分科会
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＜第156例＞

１．保険者　　　国保 金沢市

２．年齢　　　　68歳（女性）

３．診療月　　　平成12年８月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成13年４月25日

５．病名・診療開始月

（1）便秘 平成12年８月５日

（2）大腸腫瘍疑い 平成12年８月５日

（3）大腸ポリープ 平成12年８月10日

（4）胃癌の疑い 平成12年８月10日

６．該当月の診療実日数　　　３日

【査定の内容】

スクリット１袋不可、検査にもありということで減点されました。当日

１袋では足りないためにもう1袋使用されました。ポリープ切除となり、

そこでスクリット１袋請求しました。再審査にも出しましたが、申し出は

認められませんでした。

【協会のコメント】

大腸内視鏡、結腸ポリープ切除術時に経口腸管洗浄剤スクリットを術前

日１袋、術直前１袋、計２袋手術と検査に分けて算定したところ手術時の

分が検査にも算定されているという理由で査定されました。主治医はその

必要性を述べて再審査請求しましたが原審通りという結果に終わったとい

う事例です。

スクリットの薬事法に承認された用法は、検査前処置の場合は検査当日

に、手術前処置の場合は手術前日に１回投与（投与方法割愛）することに

なっています。１回分の投与量は、１～２袋です。

本件レセプトをみますと、大腸内視鏡検査とそれに続く内視鏡的結腸ポ

リープ粘膜切除術を一連の医療行為として実施しているように解釈できま

す。従って内視鏡検査と切除術という一連の医療行為に対して、１回だけ

スクリットを算定できることになります。

ところが本件においては、検査、手術各々につき１袋という形式で算定

したために、１回の医療行為につき２回算定したと解釈されて査定された

ものと思われます。同じ２袋の算定であっても検査あるいは手術のどちら

か一方に対しての使用薬剤としてのものならば査定されることはなかった

のではないでしょうか。

薬剤添付文書にかかれた日本語は分かり難いものです。本件の場合、一

連の医療行為に対して１回だけしか投与してはならないとはどこにもかか

れていません。しかし、注意深く読めば、「これこれしかじかの方法で前

処置をする」というところから１回分だけ算定できるということがわかり

ます。

薬事法承認事項で硬直化した最近の審査では、一人ひとりの患者の状態

に合わせた柔軟な対応は難しいようです。その分、保険医は、難解な能書

の読解力を養う必要がある時代になったということでしょうか。

＜第157例＞

１．保険者　　　社保　石川県

２．年齢　　　　49歳（女性）

３．診療月　　　平成12年11月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成12年12月

５．病名・診療開始月

（1）胃潰瘍　　　　　　平成12年９月８日

６．該当月の診療実日数　　　１日

【査定の内容】

パリエット錠　１Ｔ×14日分が査定

次のような理由で再審査するも、原審どおりとなりました。

「胃潰瘍にて９月８日よりパリエット等による治療を開始した患者です。

９月は８日と27日に各14日処方しましたが、その後来院せず、11月27日に

再診し、９月と同処方のパリエット等を14日処方いたしました。パリエッ

トの初回投与は９月８日ですが、総投与日数は６週間ですので、再審査ご

高配お願い申し上げます」

【協会のコメント】

平成12年９月８日開始の胃潰瘍に対して、パリエット（プロトンポンプ

インヒビター）を９月に28日分算定した後、患者の都合で一ヵ月間治療中

断し、11月27日になり同薬剤にて治療再開し11月分として14日分算定した

ところ査定された事例です。

主治医は、治療中断の事実と総投与日数６週間を理由に再審査請求した

が、原審通りとして査定されたという事例です。

パリエットの薬事法承認投与期間は、胃潰瘍の場合８週間となっていま

す。しかし、８週間の数え方として、石川県では、平成６年９月26日付社

保国保審査委員合同協議会報告（平成10年10月同報告のまとめ４ページ

７－②）により「その使用期間については、原則として暦日の期間とする

も投与期間が６～８週間の範囲内であれば１～２週間の遅れがあっても認

める」と決められています。

また、同③では、「再発時の投与については少なくとも前回投与終了後

３か月以上の期間を要する」と決められています。石川県においては、薬

事法承認事項よりローカルルール（前出の協議会報告）の方が優先されま

す。それは、本件のような患者都合による中断例でも例外ではありません。

本件の場合は、再投与日（11月27日）が２週間の遅れを加えても９月８

日から起算した11月16日を越えており、再発にかかる条項をも満たさない

ために再審査により復活しなかったものと推察できます。ローカルルール

を熟知していれば、再審査請求の時点で、「27日」の字句を記入しないよ

うな請求理由を書くことができたのではないかと愚察できますが、姑息的

な対応です。それより、本件のような患者都合による治療中断事例に対す

る取り扱いを今一度厚労省通知ではっきりさせておくべきなのではないで

しょうか。

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■お申し込み方法 

（新規開業医に限ります） 

改訂版 新規開業医の手引き 
希望者に無料でお送りします。 希望者に無料でお送りします。 

FAXまたはE-mailで 
　会員は医療機関名と電話番号を。非会員
は郵便番号、住所、電話番号、医療機関名、
お名前をご記入の上、ご請求下さい。 

F A X  076（231）5156 
E-mail  iskw_sugino@doc-net.or.jp

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

新規開業医懇談会のご案内 
話題 
　提供 

テキ 
　スト 7月28日（土）午後6時半～午後9時 

新規開業医懇談会のご案内 

と　き 

金沢都ホテル 5階・能登の間 ところ 

①保険診療・審査・指導対策 西田直巳 理事 
②新規開業医の経営・税務 中村栄希 税理士 
③開業医のロマンを語る  （未　定） 

保団連発行『新規開業医の手引き』2001年改訂版 

参加申し込み 電話・FAXにてお申し込みください 電話：076－222－5373  FAX：076－231－5156

話題 
　提供 

テキ 
　スト 
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五
月
二
十
七
日
、
新
宿
の
保

団
連
事
務
所
で
第
三
回
保
団
連

財
政
部
会
が
開
か
れ
た
。

午
前
の
部
は
、
二
〇
〇
〇
年

度
決
算
報
告
案
と
二
〇
〇
一
年

度
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
の
討

議
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
決
算
で
は
、

診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
の
新
点

数
検
討
会
な
ど
の
が
ん
ば
り
に

よ
り
、
こ
こ
数
年
頭
打
ち
で
あ

っ
た
会
員
数
の
伸
び
と
二
千
四

百
六
十
万
円
の
繰
越
額
を
確
保

し
た
。

二
〇
〇
一
年
度
補
正
予
算
で

は
、
収
入
で
は
、
七
月
か
ら
の

「
月
刊
保
団
連
会
費
内
化
」
に

よ
り
、
会
費
収
入
が
八
千
九
十

万
円
の
減
額
予
算
と
な
っ
た
の

が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
支
出

で
は
、
事
業
費
の
右
上
が
り
傾

向
の
状
態
を
除
い
て
、人
件
費
、

事
務
費
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
積
立

金
、
繰
越
金
総
額
は
、
十
六
億

円
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
来
年
度
以
後
満
年
度

の
『
月
刊
保
団
連
』
会
費
内
化

が
待
っ
て
お
り
、
活
動
水
準
を

維
持
し
な
が
ら
、
予
算
の
効
率

的
執
行
と
予
算
統
制
を
重
視
し

た
組
織
的
な
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
る
。

午
後
の
部
は
、
団
体
課
税
対

策
に
つ
い
て
の
大
木
保
団
連
顧

問
税
理
士
の
講
演
の
後
、
討
議

が
行
わ
れ
た
。
講
演
内
容
は
、

総
論
と
し
て
、
人
格
の
な
い
社

団
で
あ
る
保
団
連
の
会
計
に
関

す
る
基
本
原
則
。各
論
と
し
て
、

団
体
課
税
と
税
務
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
。
特
に
、
①
国
債
発
行

三
兆
円
減
額
に
絡
む
法
人
税
、

消
費
税
に
対
す
る
課
税
庁
の
最

近
の
ス
タ
ン
ス
。
②
そ
の
中
で

も
保
団
連
休
業
保
障
制
度
に
お

け
る
各
協
会
へ
の
還
元
金
に
対

す
る
消
費
税
課
税
へ
の
当
局
の

解
釈
の
変
更
と
原
則
申
告
納
税

へ
向
け
た
各
協
会
の
対
応
③
会

計
に
対
す
る
各
協
会
の
実

力
・
・
・
税
務
調
査
に
耐
え
ら

れ
る
力
が
あ
る
か
。
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
活
発
な
討
議
が
あ

っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
石
川
協
会

の
実
力
は
、
神
田
事
務
局
長
の

努
力
に
よ
り
、
全
国
の
協
会
の

中
で
は
、
何
と
か
中
の
上
あ
た

り
に
位
置
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
数
年

の
財
政
部
会
と
は
違
っ
て
、
最

近
の
法
人
税
原
則
申
告
、
消
費

税
へ
の
課
税
庁
の
解
釈
の
変
更

と
い
う
状
勢
か
ら
派
生
す
る
問

題
が
優
先
課
題
と
な
り
、
石
川

協
会
が
問
題
と
し
て
い
た
、
職

員
退
職
金
規
程
に
つ
い
て
の
討

論
は
な
か
っ
た
。

理
事
　
西
田
　
直
巳（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

団
体
課
税
に
つ
い
て
も
検
討 

第
三
回  

保
団
連
財
政
部
会
　 

報
　
告 

─ どなたでも自由にご参加いただけます─ 

本紙2面に講演要旨が掲載してあります 

テーマ 福祉国家崩壊から再生への道 

講　師 芝田英昭（立命館大学産業社会学部教授） 

と　き 6月23日（土）  午後1時半～3時半 

ところ 金沢市松ヶ枝福祉館 4階ホール 

石川県社会保障推進協議会 

第16回 保団連医療研究集会 
メインテーマ「ともに築こう、新世紀の医療と福祉」 

■日  時 
２００１年 
　　　 　　　　（前夜祭9月21日） 

9月22 ～23
■会  場 

■参加者募集の対象、および参加費 

■お問い合わせ 

北海道札幌市 
 札幌市中央区北1条西11丁目 
 TEL：011‐271‐2711

・医師、歯科医師（10,000円） 
・事務局（3,000円） 
・コ・メディカル、コ・デンタル、家族、従業員（500円） 
・一般（500円） 

（土） 
日 

（日） 
日 

ロイトン札幌 
9月21日（金）  19：00～21：00 
・ ウェルカムパーティー　サッポロビール園 
 

9月22日（土）  14：30～20：30 
①オープニング行事　14：30～15：00 
・ 保団連会長挨拶 
・ 実行委員長挨拶 
・ 来賓挨拶 
・ 次回主務地協会代表挨拶等 
②記念講演（一般公開）　15：00～16：30 
・ 「21世紀は人間を幸福にするか─専門化社会といのちの危機」 
・ 柳田邦男氏 

〔休憩　16：30～16：40〕 
③シンポジウム「アジアの医療」　16：40～18：40 
④共同調査結果の発表　18：40～19：00 
　「2001医療意識調査　医者の思い・患者の思い」 
⑤懇親会　19：00～20：30 
⑥ポスターセッション 

9月23日（日）  9：00～15：00 
①分科会　9：00～12：00 
（1）「在宅医療・介護」 
（2）「医科診療の研究及び工夫」 
（3）「歯科診療の研究及び工夫」 
（4）「子どもの健康・医療」 
（5）「医療事故を防ぐための工夫」 
（6）「公害・環境」 
（7）「医学・医療運動史」 
（8）「医療現場におけるジェンダー」 
②ポスターセッション 

医院新聞・雑誌、患者教育用ポスターやパンフレット、
手作りの診療器具等々の展示や一般講演の発表 

③シンポジウム　13：00～15：00 
（1）シンポジウム Ⅰ 
　 「いま萩野吟子を問いなおす─女性医療従事者
　　 を取り巻く環境はどう変わったか」 
（2）シンポジウム Ⅱ 
　  「シックハウス症候群と化学物質過敏症」 
（3）シンポジウム Ⅲ 
　  「医療事故・医療ミス」 

④フェアウェルパーティー　15：00～16：00

プログラム 

石川県保険医協会 TEL：076‐222‐5373 FAX：076‐231‐5156

歯
科
に
か
か
り
つ
け

初
診
料
が
導
入
さ
れ
て

一
年
を
経
た
。
賛
否
両

論
が
あ
る
が
、
保
団
連

歯
科
協
議
会
は
終
始
反

対
の
立
場
を
と
っ
て
い

る
。
各
都
道
府
県
別
の
『
か
初
診
』

の
採
用
率
に
お
い
て
も
極
端
に
差

が
み
ら
れ
る
。
お
隣
り
同
士
の
石

川
県
と
富
山
県
が
そ
の
良
い
例
だ

ろ
う
。

現
在
、『
か
初
診
』
を
撤
廃
し
て

医
科
・
歯
科
と
も
同
じ
初
診
料
二
百

七
十
点
に
す
る
の
が
保
団
連
の
要
望

で
あ
る
。
将
来
的
に
厚
生
労
働
省
が

監
査
、
指
導
の
際
に
、
『
か
初
診
』

を
算
定
し
て
い
る
歯
科
医
院
を
重
点

的
に
そ
の
対
象
と
す
る
危
険
性
が
高

い
こ
と
も
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
診
療

報
酬
を
抑
制
さ
れ
、
か
つ
患
者
減
少

に
苦
し
む
歯
科
医
院
に
対
し
て
、

『
か
初
診
』
の
算
定
を
否
定
す
る
だ

け
で
は
説
得
力
に
欠
け
る
。
そ
れ
で

な
く
て
も
、
金
属
の
算
定
基
準
は
原

材
料
の
高
騰
で
逆
ザ
ヤ
状
態
だ
し
、

人
件
費
の
高
騰
、
諸
材
料
の
値
上
げ

な
ど
、
歯
科
医
院
の
経
営
を
逼
迫
さ

せ
る
諸
事
情
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

確
か
に
、『
か
初
診
』
を
算
定
す

る
と
治
療
計
画
書
の
作
成
と
口
腔
内

写
真
も
し
く
は
口
腔
内
模
型
な
ど
の

記
録
に
割
か
れ
る
時
間
が
増
え
る
の

は
痛
い
。
最
近
は
、
特
に
こ
の
流
れ

が
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
た

め
、
カ
ル
テ
書
き
を
電
子
化
す
る
な

ど
、
で
き
る
だ
け
事
務
処
理
の
能
率

化
を
推
し
進
め
て
い
る
医
院
も
増
加

し
て
い
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
Ｉ
Ｔ

機
器
な
ど
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
る

こ
と
で
、
コ
ス
ト
削
減
や
、
省
力
化

に
よ
り
、
本
来
の
診
療
業
務
に
集
中

し
た
い
た
め
で
あ
る
。

『
か
初
診
』
を
算
定
す
る
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
本
来
、
患
者
さ
ん

へ
の
治
療
説
明
や
、
記
録
保
存
の
た

め
、『
か
初
診
』
算
定
要
件
く
ら
い

の
こ
と
は
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
規
制
ば
か
り
を
か
け
ず

に
、
も
っ
と
歯
科
医
自
身
の
裁
量
権

を
尊
重
す
る
制
度
が
確
立
さ
れ
る
こ

と
こ
そ
必
要
で
あ
る
。

ぜ
ひ
、
歯
科
界
に
も
行
政
改
革
、

規
制
撤
廃
が
及
ぶ
こ
と
を
願
う
も
の

で
あ
る
。

『
か
初
診
初
診
』
の
是
非
是
非
は
?
 
?
 

 『
か
初
診
』
の
是
非
は
?
 

裁
量
権
の
尊
重
こ
そ
大
切
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核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医

師
の
会
･
第
十
四
回
総
会
の
公

開
記
念
講
演
が
五
月
二
十
七

日
、
目
加
田
説
子
氏
を
講
師
に

「
核
廃
絶
に
向
け
て
私
た
ち
の

で
き
る
こ
と
│
地
雷
全
面
禁
止

運
動
の
成
功
に
学
ぶ
」
と
題
し

て
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
、〝
対
人
地
雷
兵
器
〞

の
説
明
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

あ
っ
た
。
対
人
地
雷
は
〝
あ
え

て
体
に
障
害
を
残
す
よ
う
に
設

計
さ
れ
た
、
唯
一
の
兵
器
〞
で

あ
り
安
価
な
も
の
で
は
三
ド
ル

前
後
で
手
に
入
り
、
戦
闘
員
で

あ
る
か
な
い
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
上
に
人
が
乗
る
と
爆

破
す
る
た
め
「
悪
魔
の
兵
器
」

「
貧
者
の
核
兵
器
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
紛
争
が
終
わ
っ
て

も
何
十
年
も
の
間
、
地
中
に
眠

っ
て
獲
物
を
待
っ
て
い
る
恐
ろ

し
い
兵
器
で
あ
る
。
そ
し
て
、

地
雷
が
敷
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
は

ほ
と
ん
ど
発
展
途
上
国
で
、
そ

の
被
害
も
貧
し
い
人
々
に
圧
倒

的
に
多
い
。
被
害
者
は
地
雷
の

埋
設
を
知
り
つ
つ
も
、
生
活
の

た
め
に
や
む
を
得
ず
屋
外
で
仕

事
を
し
、
今
な
お
二
十
分
に
一

人
そ
の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。

近
年
行
わ
れ
て
い
る
地
雷
除
去

は
、
ま
だ
ま
だ
機
械
化
さ
れ
ず

人
の
手
で
少
し
ず
つ
や
っ
て
い

く
し
か
方
法
が
無
い
よ
う
で
、

そ
の
た
め
、
莫
大
な
費
用
が
か

か
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
対
人
地
雷
の
非

人
道
性
を
実
感
し
た
、
あ
る
二

人
の
ア
メ
リ
カ
人
が
、「
何
と

か
事
態
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
現
場
か
ら
の

発
想
で
、
地
雷
禁
止
国
際
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
I
Ｃ
Ｂ
Ｌ
）
を
立

ち
上
げ
た
。
そ
し
て
、
以
後
、

多
く
の
人
が
そ
れ
を
支
え
て
世

界
的
規
模
の
運
動
（
N
G
O
）

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ

の
間
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ

と
い
っ
た
大
国
と
い
う
よ
り
、

中
堅
国
に
お
い
て
議
員
や
外
交

官
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
が
協
力

し
、
地
雷
廃
絶
に
向
け
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
っ
た
。

そ
の
結
果
、
カ
ナ
ダ
の
ア
ク

ス
ワ
ー
ジ
外
相
と
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ア
ー
リ
ッ
ヒ
大
使
が
中
心

に
な
っ
て
推
し
進
め
た
、
対
人

地
雷
全
面
禁
止
の
条
約
調
印
の

た
め
の
会
議
が
一
九
九
七
年
に

カ
ナ
ダ
の
首
都
オ
タ
ワ
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
カ
ナ
ダ
を
中
心

と
し
た
多
く
の
国
々
と
N
G
O

が
協
力
し
て
推
し
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
対
人
地
雷
禁
止
条
約

交
渉
を
今
日
「
オ
タ
ワ
プ
ロ
セ

ス
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

オ
タ
ワ
で
の
調
印
式
に
先
立

ち
、
ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
が
Ｉ
Ｃ

Ｂ
Ｌ
の
活
動
に
つ
い
て「
軍
縮
、

平
和
の
達
成
に
向
け
た
国
際
的

な
努
力
の
先
例
と
な
る
」
と
評

価
し
、
一
九
九
七
年
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
の
授
与
を
決
定
し

た
。I

Ｃ
Ｂ
Ｌ
の
運
動
が
こ
の
よ

う
に
成
功
し
た
の
は
①
脱
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
人
道
主
義
に
徹
し

た
こ
と
②
専
門
家
と
彼
ら
の
専

門
知
識
を
集
積
で
き
た
こ
と
③

国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
で
き
た
こ
と
④
現
実
に
即

し
、
立
場
を
超
え
た
協
力
が
得

ら
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

一
方
、
核
兵
器
の
廃
止
運
動

に
つ
い
て
は
I
Ｃ
Ｂ
Ｌ
の
運
動

と
同
じ
よ
う
に
は
い
か
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
世
界
で
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
、
選
挙
や
市

民
運
動
を
通
し
て
平
和
国
家
を

目
指
す
べ
き
だ
と
強
調
さ
れ

た
。講

演
が
終
わ
っ
た
後
の
質
問

に
は
韓
国
の
留
学
生
の
「
北
朝

鮮
と
の
国
境
付
近
で
兵
役
を
し

た
が
地
雷
は
本
当
に
怖
い
、
現

在
は
学
生
で
手
伝
う
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
卒
業
し
た
ら
ぜ
ひ

何
か
手
伝
い
た

い
」
や
、
イ
ン
ド

の
女
性
の
「
私
の

甥
も
地
雷
に
触
れ

て
亡
く
な
っ
た
」

な
ど
と
い
う
私
た

ち
の
日
常
生
活
で

は
聞
け
な
い
よ
う

な
臨
場
感
溢
れ
る

話
も
あ
っ
て
、
約

百
八
十
人
の
聴
衆
は
二
時
間
、

講
演
、
そ
れ
に
続
く
質
疑
応
答

に
真
剣
な
ま
な
ざ
し
だ
っ
た
。

最
後
に
、目
加
田
さ
ん
か
ら
、

「
こ
の
運
動
を
や
っ
て
き
た

人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
知
っ
て
し

ま
っ
た
以
上
は
行
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
責
任
が
あ
る
と
い

う
気
持
ち
で
、
か
か
わ
っ
て
い

っ
た
。」
と
、
力
説
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
彼
女

自
身
も
そ
の
一
人
で
あ
る
こ
と

が
容
易
に
理
解
で
き
た
。

会
場
の
出
席
者
か
ら
の
質
問

に
応
え
、
市
民
運
動
の
具
体
的

方
法
と
し
て
政
府
に
訴
え
る
に

は
、
手
紙
を
書
く
、
署
名
運
動

を
す
る
、選
挙
に
投
票
に
行
く
、

時
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
も
利
用
す

る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
効
果
的

で
、
現
在
の
日
本
の
国
民
一
般

に
つ
い
て
、「
怒
る
こ
と
す
ら

忘
れ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ

る
」と
い
っ
た
言
葉
が
今
な
お
、

私
の
耳
に
残
っ
て
い
る
。

私
た
ち
国
民
は
、地
域
社
会
、

国
、
そ
し
て
世
界
に
向
け
て
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と

実
感
し
た
日
だ
っ
た
。

講
演
を
終
え
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
こ
の
講
演
に
対

し
非
常
に
高
い
評
価
を
頂
き
、

「
自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
、
次
回
も
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
と
い
う
意
見
が
多

く
見
ら
れ
た
。

こ
の
講
演
に
際
し
、
私
の
所

属
す
る
金
沢
百
万
石
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
か
ら
も
そ
の
世
界
平

和
実
現
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
後

援
の
申
し
出
が
あ
り
、
一
般
の

参
加
者
と
共
に
、
多
く
の
会
員

の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
を
申
し

添
え
て
お
き
た
い
。

核戦争を防止する石川医師の会 

江守　道子（金沢市・歯科） 

核廃絶に向けて私たちができること 核廃絶に向けて私たちができること 
～地雷全面禁止運動の成功に学ぶ～ 

公開記念講演 第14回総会 

180人の医師、医療・福祉関係者、市民、学生が参加（5月27日・金沢都ホテル）

悪
魔
の
兵
器 

〝
地 

雷
〞 

「2001年反核・平和のおりづる市民の集い」にご参加ください!

ピース・デイ　7．1
主　催／2001年反核・平和のおりづる市民の集い実行委員会 

わたしたちは、今年17回目の「反核・平和のおりづる市民の集い」を、平和を祈念する
一日、ピースデイとして開催します。核兵器に反対し平和を願う多くの団体・個人・市民
の参加をこころから呼びかけます。 

と き と き 7月1日（日） 午前10時から 

ところ ところ 金沢市卯辰山  
玉兎ヶ丘原爆碑（「平和の子ら」像）前広場 

■プログラム 
10：00 第1部　原爆犠牲者追悼式典 
10：30 第2部　市民の集い 
 親子太鼓、紙芝居、この子たちの夏（朗読劇） 
 平和コンサート  （でえげっさあ） 
 アピール文の採択 
11：30 閉会、バスで移動 
12：00 第3部　平和行進 

人
道
主
義
で 

全
面
禁
止
に 

自
分
で
、 

で
き
る
こ
と
か
ら 

講師の目加田説子氏
（地雷廃絶日本キャンペーン〔略称：ICBL〕運営委員）

司会を務めた筆者の江守道子会員
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お
サ
ル
先
生
は
お
盆
休
み
を

利
用
し
て
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
で
四
日
間
の
バ
カ
ン
ス
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。
開
業
し

て
か
ら
ま
と
ま
っ
た
休
み
を
取

っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
ち
ょ
う

ど
在
宅
で
最
期
を
看
取
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
患
者
さ
ん
も
い

な
か
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に

羽
根
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

た
。最

終
の
飛
行
機
で
帰
宅
し

て
、
た
ま
っ
た
新
聞
を
パ
ラ
パ

ラ
と
め
く
っ
て
い
る
と
、
あ
れ

っ
！
　
見
覚
え
の
あ
る
Ｎ
さ
ん

の
名
前
が
！
　
お
サ
ル
先
生

は
、
わ
が
目
を
疑
っ
た
。
そ
し

て
、
階
下
の
診
察
室
に
走
り
、

Ｎ
さ
ん
の
カ
ル
テ
を
取
り
出
し

て
、住
所
と
年
齢
を
確
認
し
た
。

「
先
週
の
訪
問
時
に
は
ま
ず
ま

ず
元
気
だ
っ
た
の
に
！
」

Ｎ
さ
ん
は
、
慢
性
呼
吸
不
全

で
A
総
合
病
院
内
科
か
ら
紹
介

を
受
け
て
訪
問
す
る
よ
う
に
な

っ
た
八
十
四
歳
男
性
で
、
本
来

な
ら
在
宅
酸
素
療
法
の
適
応
な

の
だ
が
、C

O
2

ナ
ル
コ
ー
シ
ス

に
な
り
や
す
い
の
と
、
本
人
が

酸
素
な
ん
か
す
る
く
ら
い
な
ら

死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
、
と
主
張

す
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
様
子
を

見
て
い
る
う
ち
に
三
年
が
経
過

し
て
い
た
。
今
年
の
夏
は
特
別

に
暑
か
っ
た
の
で
、
お
盆
前
に

は
さ
す
が
に
Ｎ
さ
ん
も
夏
バ
テ

気
味
で
食
欲
が
落
ち
て
い
た
程

度
で
、
毎
週
測
っ
て
い
る

S
p
O
2

の
値
も
低
い
と
は
い
え
、

特
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

な
の
に
な
ぜ
？

新
聞
に
よ
る
と
、
す
で
に
今

晩
通
夜
は
終
わ
っ
て
お
り
、
明

日
の
葬
式
に
は
ま
だ
間
に
合

う
。
し
か
し
、
お
サ
ル
医
院
も

通
常
の
診
療
体
制
だ
。
取
り
あ

え
ず
、
家
内
に
香
典
だ
け
を
届

け
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

実
は
、
夏
休
み
を
と
る
数
日

前
、
先
輩
の
Ｍ
先
生
と
一
杯
飲

む
機
会
が
あ
っ
た
が
、そ
の
時
、

警
察
医
で
も
あ
る
Ｍ
先
生
は
ず

い
ぶ
ん
憤
慨
し
て
い
た
。曰
く
、

「
も
し
主
治
医
が
ち
ゃ
ん
と
自

分
の
患
者
の
最
期
に
対
応
し
て

い
れ
ば
、
死
体
検
案
書
は
ず
っ

と
減
る
ん
だ
、
わ
れ
わ
れ
警
察

医
が
出
動
す
る
こ
と
は
も
っ
と

減
る
だ
ろ
う
」
と
。

Ｎ
さ
ん
は
突
然
死
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？
　
死
体
検
案
に
は

Ｍ
先
生
が
立
ち
会
っ
て
く
れ
た

の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
と
も
知

ら
な
い
先
生
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
？
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
お
サ

ル
先
生
に
連
絡
が
つ
か
ず
に
右

往
左
往
す
る
家
族
の
姿
が
目
に

浮
か
ん
だ
。

お
サ
ル
先
生
は
勇
気
を
出
し

て
、
診
療
を
終
え
た
夜
、
Ｎ
さ

ん
宅
に
電
話
を
し
て
み
る
こ
と

に
し
た
。

電
話
が
通
じ
る
と
相
手
の
名

前
も
聞
か
ず
、
と
に
か
く
「
こ

の
度
は
お
役
に
立
て
な
く
て
、

本
当
に
申
し
訳
な
い
。
誠
に
す

い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、
機
関

銃
の
よ
う
に
頭
を
カ
キ
カ
キ
謝

り
ま
く
っ
た
。

電
話
の
向
こ
う
で
は
、
奥
さ

ん
が
落
ち
着
い
た
口
調
で
、

「
連
絡
が
遅
れ
て
す
い
ま
せ
ん
」

と
、
事
の
次
第
を
話
し
て
く
れ

た
。
一
昨
日
の
夕
方
、
急
に
顔

色
が
お
か
し
く
な
っ
た
の
で
、

こ
れ
は
だ
め
だ
と
思
い
、
直
ち

に
救
急
車
を
呼
ん
だ
が
、
病
院

に
着
い
て
数
時
間
で
亡
く
な
っ

た
。
お
サ
ル
先
生
は
お
盆
に
出

か
け
る
と
聞
い
て
い
た
し
、
以

前
入
院
し
て
い
た
Ａ
総
合
病
院

の
主
治
医
か
ら
は
、
様
子
が
お

か
し
け
れ
ば
迷
わ
ず
救
急
車
で

来
院
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い

た
の
で
、
す
ぐ
さ
ま
一
一
九
番

し
ま
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。お

サ
ル
先
生
は
ホ
ッ
と
胸
を

な
で
下
ろ
し
た
。
在
宅
死
で
は

な
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
奥

さ
ん
の
夫
の
急
変
に
対
す
る
覚

悟
と
冷
静
な
行
動
に
頭
が
下
が

る
思
い
だ
っ
た
。
指
導
ら
し
い

指
導
も
で
き
ず
に
慌
て
ふ
た
め

い
て
い
た
の
は
、
思
え
ば
お
サ

ル
先
生
だ
け
だ
っ
た
。

◇

今
回
の
お
サ
ル
先
生
は
、
昨

年
の
九
、
十
月
号
（
第
十
五
、

十
六
回
）
に
対
す
る
ご
意
見
を

も
と
に
構
成
し
ま
し
た
。
で
き

る
こ
と
な
ら
、
死
体
検
案
で
は

な
く
て
死
亡
診
断
に
し
て
あ
げ

た
い
も
の
で
す
。
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在
宅
医
療
に
関
す
る
 

お
考
え
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
 

な
ど
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
在
宅
医
療
で
感
じ
た
喜
怒
哀
楽
や

ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、保
険

医
協
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
取
材
の

上
、こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
 

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が
終
わ

り
、
バ
ス
は
ノ
ル
デ
フ
ィ
ヨ

ル
ド
沿
い
に
走
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
か
ら
き
た
多
く
の

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
と
す
れ

違
う
。
み
ん
な
、
真
昼
な
の

に
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
走
っ
て

い
る
。
ビ
ヨ
ン
に
聞
く
と
、

霧
な
ど
に
よ
る
事
故
防
止
の

た
め
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。
こ
の
地
方

の
沿
道
に
は
無
数
の
小
さ
な

モ
ー
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ

り
、
ま
た
、
村
々
の
ど
ん
な

小
さ
な
家
に
も
必
ず
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
が
屋
敷
内
に
置

か
れ
て
い
る
。
陸
続
き
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
駆
け
巡
る
こ
と

が
で
き
る
地
理
的
特
徴
と
、

バ
カ
ン
ス
を
ゆ
っ
く
り
過
ご

せ
る
彼
ら
を
羨
ま
し
く
思
っ

た
。バ

ス
は
ひ
た
走
り
に
走

り
、
万
年
雪
を
か
ぶ
り
、
切

り
立
っ
た
山
の
谷
あ
い
に
着

く
。
そ
こ
か
ら
、
四
人
乗
り

の
馬
車
に
レ
イ
マ
ン
夫
妻
と

乗
り
、
か
な
り
の
傾
斜
の
山

道
を
コ
ト
コ
ト
と
上
っ
て
行

く
。
馬
は
「
フ
ィ
ヨ
ル
ド
馬
」

と
呼
ば
れ
、
馬
力
が
あ
る
の

で
ア
メ
リ
カ
移
民
に
も
連
れ

て
行
か
れ
て
、
大
き
な
働
き

を
し
た
と
い
う
。
途
中
、
何

回
と
な
く
立
ち
止
ま
り
、
目

前
で
大
量
の
排
便
を
す
る
の

に
は
弱
っ
た
。『
あ
れ
、
緑

色
便
だ
』、『
お
前
は
こ
ん
な

所
ま
で
き
て
仕
事
を
し
て
い

る
』
こ
ん
な
会
話
を
交
し
な

が
ら
、
途
中
、
滝
の
水
し
ぶ

き
を
浴
び
な
が
ら
橋
を
わ
た

り
、
登
り
詰
め
て
馬
車
を
下

り
た
。
さ
ら
に
急
な
小
道
を

三
十
分
ほ
ど
登
っ
て
行
く

と
、
急
に
視
界
が
開
け
て
目

の
前
に
巨
大
な
ブ
リ
ク
ス
ダ

ー
ル
氷
河
が
現
わ
れ
た
。
青

白
く
波
打
っ
て
い
て
、
息
を

し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

レ
イ
マ
ン
を
残
し
て
（
急

な
上
り
は
彼
の
心
臓
に
か
な

り
負
担
を
与
え
た
の
で
あ
ろ

う
）、
三
人
で
さ
ら
に
木
立

の
中
を
進
ん
で
行
く
と
、
氷

河
の
す
そ
ま
で
見
え
る
平
地

に
着
い
た
。
周
り
の
切
り
立

っ
た
岩
山
の
万
年
雪
を
か
ぶ

っ
た
氷
河
か
ら
、
無
数
の
糸

の
よ
う
な
滝
が
流
れ
落
ち
て

い
る
。
こ
の
氷
河
は
何
と
ノ

ル
ウ
エ
ー
の
台
地
に
二
百
四

十
キ
ロ
も
続
い
て
い
る
と
い

う
。氷

河
の
末
端
は
紺
青
色
で

三
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ

と
数
メ
ー
ト
ル
の
裂
け
目
が

見
ら
れ
る
。
遠
く
か
ら
波
打

っ
て
み
え
た
の
は
そ
の
せ
い

だ
っ
た
。
氷
河
の
か
け
ら
が

浮
か
ぶ
池
に
手
を
浸
け
る

と
、
し
び
れ
る
よ
う
に
冷
た

い
。
氷
河
の
割
れ
目
ま
で
上

っ
て
い
く
人
も
い
た
が
、
私

は
紺
青
か
ら
紺
碧
に
変
わ
る

そ
の
奥
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う

で
や
め
た
。
氷
河
が
末
端
ま

で
至
る
に
は
五
百
年
か
か
る

と
い
う
。
私
の
目
前
の
氷
河

も
五
百
年
前
は
台
地
上
に
あ

っ
た
の
だ
。
私
は
自
然
の
造

形
の
美
し
さ
に
感
動
す
る
と

と
も
に
地
球
の
歴
史
と
息
づ

か
い
に
畏
敬
の
念
を
感
じ

た
。休

ん
で
い
た
レ
イ
マ
ン
も

登
っ
て
き
て
、
『r

e
a
lly
,

b
eau
tifu
l

』
を
連
発
す
る
夫

人
と
一
緒
に
写
真
を
撮
り
、

帰
路
に
つ
い
た
。
馬
車
を
下

り
る
と
御
者
の
サ
イ
ン
の
入

っ
た
ブ
リ
ク
ス
ダ
ー
ル
氷
河

観
光
の
証
明
書
を
く
れ
た
。

さ
ら
に
妻
は
い
つ
も
の
よ
う

に
身
振
り
手
振
り
で
御
者
と

一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
っ

た
。二

日
目
の
ク
ビ
ク
ン
ホ
テ

ル
も
テ
レ
ビ
も
冷
蔵
庫
も
な

い
殺
風
景
な
部
屋
だ
が
、
フ

ィ
ヨ
ル
ド
に
面
し
た
食
堂
は

と
て
も
豪
華
で
ゆ
っ
た
り
し

て
い
る
。
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
眺

め
、
レ
イ
マ
ン
夫
妻
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
か
ら
来
た
新

婚
の
ソ
フ
ィ
ア
夫
妻
も
加
わ

っ
て
、
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
の

夕
食
を
ワ
イ
ン
と
と
も
に
遅

く
ま
で
楽
し
ん
だ
。
こ
の
ホ

テ
ル
の
料
理
は
豪
華
で
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
が
と
て
も
美
味

し
く
、
ま
た
、
ミ
ル
ク
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
味
が
す
る
ヤ
ギ

の
乳
か
ら
作
ら
れ
た
チ
ー
ズ

が
と
っ
て
も
美
味
し
か
っ

た
。
旅
行
中
、
様
々
な
チ
ー

ズ
を
楽
し
ん
だ
が
、
こ
の

「
ゴ
ウ
ト
チ
ー
ズ
」
は
、
デ

ザ
ー
ト
チ
ー
ズ
と
し
て
秀
逸

で
あ
っ
た
（
日
本
で
も
捜
し

て
い
る
が
、
ま
だ
同
じ
も
の

を
味
わ
え
な
い
）。

白崎白崎ドクター 
地球を行く 
白崎ドクター 
地球を行く 

●北欧の自然を訪ねて● 

白崎　良明（健生クリニック院長） 〈 1 〉 〈 1 〉 〈 3 〉 

その3

はじめて見る氷河 

巨大なブリクスダール氷河
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私たちはよく“からだつき”が美しいとか、“かっこう”がいいとか、

“構え”方が良くなったなどと言います。リハビリテーション医学では、こ

のような姿勢を「体位」や「構え」として表現します。

今回は姿勢と動作という観点から、

歩く人・車いすに乗る人の姿勢と動き

創りのためのメカニズムについて述べ

ます。

1 体位と構え（図1）
体位：身体と重力方向との位

置関係

姿勢 （例：立位・座位・臥位など）

構え：体幹・四肢の相対的位

置関係

2 構えの表現方法
体幹・四肢の位置関係を表す方法

として関節の運動や角度を客観的に表

す方法があります。これを関節可動域

（rang of motion : ROM）と言います。

表現方法は、解剖学的肢位を0°とし

て、運動の軸と方向によって名称（屈

曲・伸展・外転・内転・外旋・内旋

等）と正常な可動範囲が決まっていま

す。

3 座位と立位
座位も立位も体位からみれば、頭部と体幹は基本肢位であることには違

いはありません。いずれも正常な座位と立位では、顔は正中位、体幹の脊

柱はＳ字カ－ブが保たれています（図2-A）。

ただ一つ異なる点は、立位では正常に保たれていた骨盤の前傾が安楽な

座位では後傾位となり（図2-B）、正しい体幹の構えがとりにくくなること

です。正しくいすに腰掛けるためには少しだけ努力（腰掛け方といすの工

夫）が必要となります（図2-C）。

4 姿勢から動作へ
正しい座位と立位姿勢を理解するには、起居・起立動作のメカニズム

（図３）を知る必要があります。移乗・姿勢保持・移動などの動作遂行は、

それに必要な運動機能（筋力・ROM・姿勢反射）が確保されてはじめて可

能となるのです。

姿勢反射の多くは私たちが成長の過程で獲得してきたもので、正しい姿

勢保持と合理的な動作遂行に果たす立ち直り反応や平衡反応の役割は大き

いです（図４）。頭や体幹の立ち直り反応は寝返りや起き上がり動作に、視

性・迷路性立ち直り反応、平衡反応は座位や立位のバランス保持にそれぞ

れ役立っています。

一昨年のPEG（内視鏡的胃瘻）、昨年の褥瘡、と毎年好評を博している「医師とコメディカルのための講演会」の今年度の企画は、「車いす」です。いまや「車
いす」は単なる移動の手段ではなく、寝かせきりにしないためにも、在宅や施設における“生活の場”になりつつあります。
協会では、この分野の第一人者である、まるた老年リハビリ研究所代表・丸田和夫氏（理学療法士）にお願いして、「車いす―リハビリ技術で要介護老人を

支える」と題して、今月号から始まる保険医新聞連載5回シリーズと、それに続く9月からの連続講演3回シリーズで、車いすを切り口にして「生活支援技術」
を思う存分勉強させてもらうことにしました。

立位（A）、安楽な座位（B）、上半身を直立（C）における 
腰仙椎と重心線の関係　（Nordin et al. 1989） 

Ｇ 

Ｇ Ｇ 

骨盤が後傾 

立位 

A

Lw Lw Lw

B C

仙骨座り 座位 

この場合には、体位は座位で、構えは頭部、体幹、上肢は
基本肢位。下肢は股関節、膝関節、足関節90°屈曲位と
表現します。いわゆる（90° －90° －90°）ポジションです。 
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図1 体位と構え
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背臥位から立位になる動作の運動学的分析（発達順序） 
上段：背臥位―腹臥位―四つんばい位―高ばい位 
　   （初期には台を支えとするが、その後は床に手

掌をついた姿勢から立位になれる）―立位。 
中段：背臥位―片肘立ち位―横座り位―膝立ち位― 
 片膝立ち位―立位。 
下段：背臥位―蹲踞位―立位。 

姿勢制御の反射の統合レベル：切断レベルより上位（左方）に統合中枢
がある反射は切断により消失し、下位（右方）にある反射は亢進する。
（Monnier 1970） 

図３　起居・起立動作 図４　姿勢反射と立ち直り反応

（5回シリーズ） 

第1回 

まるた老年リハビリ研究所代表・理学療法士　丸田　和夫 

シリーズ 

歩く人、車いすに乗る人─姿勢と動きのメカニズム 
キーワード  姿勢・立位・座位・90°－90°－90°・動作 

図２　立位と座位の違い（立位
では下肢が疲れ、座位で
は腰が疲れます）

保険医協会の学術・保険部が送る企画第一弾として「会員デビュー
講演・シンポジウム」を開催します。この企画は、比較的最近に開業医に
なられた新しい会員の先生方３人をご指名し、「どういう夢を感じて開業
医になったのか」「これまでの足跡とこれから何をしたいのか」を約２０分
ずつご講演いただき、最後にシンポジウム形式で参加者と意見交換しよ
う、というものです。 
夢を失いかけ勇気を取り戻したい貴方、いやいや、若僧よ、開業医の

真髄はかくあるべきだと伝えたい貴方、そんな会員の皆さまが老若男女
を問わず語り合い、刺激を与え合い、親睦を図る場にしたいと思います。 
第１回は右記要領にて開催します。ぜひのご参加をお待ちしております。 
なお、この会は年３回、年間約１０人を予定していますので、決して新人
でない“貴方”にもそのうち順番が回ってくるかもしれません。覚悟の上、
ご期待ください！ 

7月7日（土）　午後6時30分～8時30分 と き 

金沢都ホテル　5階  能登の間 ところ 

開業医としての夢を語る テーマ 

PANELIST 
●眼　　科  牛村　繁先生　「病診連携を有効活用する眼科開業医の戦略」 
●神経内科  坂戸俊一先生　「神経疾患在宅医療の現状と展望」 
●外　　科  早川康浩先生　「消化器系早期癌の診断と治療を行える、より専門的な開業医を目指して」 

●参加申し込みは石川県保険医協会 TELまたはFAXにて… TEL：076（222）5373／FAX：076（231）5156
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Ｍ
Ｓ
Ｗ
に
と
っ
て
『
福
祉

マ
ッ
プ
』
は
、
初
版
本
か
ら

心
強
い
相
棒
で
あ
り
、
常
に

手
の
届
く
所
に
お
い
て
あ
り

ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
い
つ

も
持
ち
歩
い
て
い
た
の
で
す

が
、
今
回
は
介
護
保
険
が
加

わ
り
少
々
重
く
な
っ
た
の

で
、
机
の
上
で
待
機
し
て
い

ま
す
。
利
用
者
側
か
ら
の
活

用
ポ
イ
ン
ト
が
き
ち
ん
と
押

さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
曖

昧
に
な
り
が
ち
な
金
額
や
条

件
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
を
確
認
す
る
に
は
最
適
で

す
。
ま
た
、
市
町
村
の
電
話

番
号
、
各
施
設
病
院
の
住

所
・
電
話
番
号
が
載
っ
て
い

る
の
も
必
携
の
書
で
あ
る
大

き
な
理
由
の
一
つ
と
い
え
ま

す
。
き
っ
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
人
た
ち
も
同
じ
使
い

方
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

手
作
り
パ
ン
フ
が
い
ら
な
い

今
ま
で
の
制
度
説
明
本
だ

と
、
そ
れ
を
読
ん
だ
ワ
ー
カ

ー
が
患
者
さ
ん
に
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
た
め
に
、
自

前
で
簡
単
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
は
、

ま
さ
に
患
者
さ
ん
に
説
明
す

る
と
き
に
、
ど
う
説
明
す
る

か
を
念
頭
に
置
い
て
作
ら
れ

て
い
る
た
め
、
コ
ピ
ー
し
て

そ
の
ま
ま
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

そ
の
た
め
に
一
制
度
一
ペ
ー

ジ
と
い
う
原
則
で
編
集
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
は
病
院
ス

タ
ッ
フ
や
患
者
会
の
学
習
会

の
講
師
に
な
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
資
料
作
り
も
ず

い
ぶ
ん
楽
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
が
な
く
て
準
備
が
で
き

な
い
と
き
も
、
話
し
た
い
項

目
の
コ
ピ
ー
さ
え
あ
れ
ば
、

説
明
漏
れ
の
な
い
、
分
か
り

や
す
い
学
習
会
が
す
ぐ
に
で

き
ま
す
。
お
勧
め
で
す
。

各
科
の
待
合
室
に
「
相
談

室
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
フ

ァ
イ
ル
を
作
成

そ
れ
ま
で
は
相
談
が
あ
っ

た
時
だ
け
コ
ピ
ー
を
渡
し
て

い
ま
し
た
が
、
五
年
前
か
ら

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
利
用
し

て
、
欲
し
い
人
に
欲
し
い
情

報
を
自
由
に
持
っ
て
行
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
中

に
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の
紹
介

や
購
入
方
法
と
と
も
に
、
保

険
、
医
療
費
な
ど
に
関
す
る

と
こ
ろ
だ
け
を
十
部
ず
つ
コ

ピ
ー
し
て
入
れ
て
い
ま
す
。

結
構
、
コ
ピ
ー
は
な
く
な
っ

て
い
て
、特
に
保
険
の
継
続
、

傷
病
手
当
、
高
額
療
養
費
の

紹
介
に
人
気
が
あ
る
よ
う
で

す
。
内
科
に
置
い
て
い
た
フ

ァ
イ
ル
は
、
よ
ほ
ど
気
に
入

っ
た
の
か
、
フ
ァ
イ
ル
ご
と

持
っ
て
帰
ら
れ
た
よ
う
で

す
。「『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の
販

売
を
促
進
し
て
い
る
の
か
、

妨
害
し
て
い
る
の
か
」
と
い

う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
患
者

さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
が

何
よ
り
と
、
今
日
も
セ
ッ
セ

と
コ
ピ
ー
の
補
充
を
行
っ
て

い
ま
す
。

病
院
M
S
W
必
携
の
本

│
コ
ピ
ー
を
患
者
さ
ん
に
│
 

2

城
北
病
院
M
S
W
　
信
耕
　
久
美
子
 

手
話
そ
し
て
要
約
筆
記

聴
覚
障
害
者
（
聞
こ
え
の
不

自
由
な
人
）
は
聞
こ
え
に
く
く

な
っ
た
時
期
や
程
度
に
よ
り

「
ろ
う
あ
者
」「
難
聴
者
」「
中

途
失
聴
者
」
の
三
タ
イ
プ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
聞
こ
え
の
範
囲

は
さ
ま
ざ
ま
で
、
か
つ
情
報
を

得
る
手
段
に
も
違
い
が
あ
り
ま

す
。
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
と
し
て
一
般

的
に
は
、
手
話
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
手
話
を
知
ら

な
い
聴
覚
障
害
者
が
大
多
数
な

の
が
現
状
で
す
。
手
話
以
外
の

方
法
と
し
て
「
要
約
筆
記
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
要
約
筆
記
」

と
は
、
話
し
手
の
話
（
音
声
言

語
と
い
う
）
の
内
容
の
要
点
を

つ
か
ん
で
、
そ
れ
を
筆
記
し
て

聴
覚
障
害
者
に
伝
達
す
る
方
法

で
す
。

要
約
筆
記
は
、「
聞
い
て
書

く
」
作
業
で
す
。
聞
く
（
話
し

言
葉
）
と
書
く
（
書
き
言
葉
）

の
ス
ピ
ー
ド
に
は
差
が
あ
り
、

話
さ
れ
た
言
葉
の
二
〇
％
か
ら

三
〇
％
し
か
書
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
内
容
は
一
〇

〇
％
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
か
ら
、
そ
の
た
め
に
は
「
速

く
」「
正
し
く
」「
読
み
や
す
く
」

（
要
約
筆
記
の
三
原
則
）
の
技

術
の
学
習
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

難
聴
者
や
、
人
生
の
途
中
で

病
気
や
事
故
な
ど
で
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
人
た
ち
（
中
途
失
聴

者
）
の
中
に
は
、
外
に
出
る
の

が
怖
く
て
家
の
中
に
閉
じ
こ
も

っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
け

れ
ど
家
に
い
て
も
テ
レ
ビ
の
音

が
聞
こ
え
な
い
、
電
話
が
鳴
っ

て
も
分
か
ら
な
い
な
ど
、
苦
し

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
人
た
ち
の
「
耳
が
わ
り
」

と
な
り
、
社
会
参
加
が
で
き
る

よ
う
に
、
筆
記
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

情
報
保
障
を
す
る
の
が
要
約
筆

記
で
す
。
実
践
す
る
際
に
は
、

要
約
筆
記
者
と
聴
覚
障
害
者

（
特
に
難
聴
者
、
中
途
失
聴
者
）

は
車
の
両
輪
の
ご
と
く
「
共
に

歩
む
」
と
い
う
心
構
え
が
必
要

で
あ
り
、
ま
た
要
約
筆
記
の
確

か
な
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

石
川
県
で
要
約
筆
記
の
活
動
が

始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
八
七

（
昭
和
六
十
二
）
年
か
ら
で
し

た
。

「
石
川
県
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

連
絡
会
」
と
は

一
九
八
七
年
、
石
川
県
聴
覚

障
害
者
協
会
主
催
に
よ
る
第
一

回
要
約
筆
記
初
級
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
座
終
了
後
、

県
内
初
の
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

と
し
て
「
石
川
要
約
筆
記
サ
ー

ク
ル
（
現
在
の
金
沢
要
約
筆
記

サ
ー
ク
ル
）」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
県
内
各
地
で
講

習
会
が
開
催
さ
れ
、
現
在
で
は

金
沢
・
松
任
・
寺
井
・
輪
島
・

加
賀
と
五
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
五
つ
の
サ
ー
ク

ル
活
動
の
円
滑
化
と
連
携
を
図

る
た
め
に
昨
年
四
月
、「
石
川

県
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
連
絡

会
」
が
発
足
し
た
の
で
す
。

新
た
な
要
約
筆
記
活
動
に
向
け
て

要
約
筆
記
に
は
大
き
く
分
け

る
と
二
通
り
の
方
法
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
つ
は
Ｏ
Ｈ
Ｐ

（
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
）
と
い
う
機
器
を
使
用

す
る
も
の
で
、
書
い
た
文
字
を

ス
ク
リ
ー
ン
に
大
き
く
写
し
出

し
、
そ
れ
を
読
ん
で
理
解
し
て

も
ら
い
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、

講
演
会
な
ど
大
勢
の
聴
覚
障
害

者
が
参
加
す
る
場
合
に
多
く
用

い
ら
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
は
ノ

ー
ト
テ
イ
ク
と
い
う
方
法
で
、

こ
れ
は
学
校
や
病
院
、
行
政
機

関
な
ど
聴
覚
障
害
者
個
人
が
情

報
を
得
る
場
合
に
多
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
病
院
を
例
に
と

り
ま
す
と
、
医
師
の
説
明
・
治

療
方
法
・
薬
な
ど
に
つ
い
て
要

約
筆
記
者
が
紙
に
書
き
、
そ
れ

を
読
む
こ
と
で
聴
覚
障
害
者
は

自
分
の
病
気
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
く
の
で
す
。
要
約
筆
記
者

の
モ
ラ
ル
と
し
て
守
秘
義
務
が

求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
す
。

石
川
県
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
連
絡
会
会
長
 

● 連 絡 先 ● 

石
川
県
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル 

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援 

〒920‐0206  金沢市北寺町ニ92 
 TEL／FAX 076（238）0621

その14

桔
川
　
時
子
 

こ
れ
ら
二
つ
の
方
法
は
手
書

き
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
の
要
約

筆
記
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
金
沢

市
キ
ゴ
山
）観
賞
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
音
声
解
説
を
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
字
幕
と
し
て
映
し
出

す
試
み
も
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
、
手
書
き
及
び
パ
ソ
コ
ン
要

約
筆
記
を
さ
ら
に
広
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
聴
覚
障
害
者
が

も
っ
と
社
会
参
加
で
き
、
生
活

の
質
的
向
上
が
図
れ
る
よ
う
、

行
政
に
対
し
て
必
要
な
社
会
参

加
促
進
施
策
を
総
合
的
、
か
つ

効
果
的
に
実
施
し
て
頂
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
各
医
療
機

関
に
お
か
れ
ま
し
て
も
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
者
の
設
置
・
派

遣
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
聴
覚
障
害
者
が
自
分
の
病

気
を
き
ち
ん
と
知
る
た
め
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

要約筆記サークルのメンバーと筆者の桔川時子さん（右）

囲 

解 
答 

碁 

1の犠打で無条件生きです。 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

12 3
4

5

【解答】 
①左の雲　②左下の画板　③お城の屋根　④巣
箱の支え　⑤右の樹木の根っこ　⑥走っている
人の影　⑦チューリップ　　　　   （問題11面） 

Ｍ
Ｓ
Ｗ
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
）
必
携
の
書
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今
月
、
珍
し
く
こ
の
コ
ー
ナ

ー
へ
の
投
稿
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
全
国
の
新
聞

記
事
か
ら
、
五
月
中
に
起
き
た

子
ど
も
に
関
す
る
報
道
の
中
か

ら
主
な
記
事
を
拾
っ
て
み
ま
し

た
。
問
題
提
起
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
次
号
へ
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇

●
都
内
の
私
立
高
校
一
年
の
少

年
が
同
級
生
か
ら
二
百
万
円
を

要
求
さ
れ
、
現
金
の
工
面
の
た

め
に
信
用
金
庫
に
ナ
イ
フ
を
持

っ
て
押
し
入
っ
て
逮
捕
さ
れ

た
。
●
四
日
、
広
島
県
の
パ
チ

ン
コ
店
駐
車
場
で
、
女
児
（
一

歳
）
が
車
の
中
で
ぐ
っ
た
り
し

て
い
る
の
を
、
パ
チ
ン
コ
を
し

て
い
た
母
親
（
二
十
四
歳
）
が

見
つ
け
、
自
分
で
市
内
の
病
院

に
運
ん
だ
が
、熱
中
症
で
死
亡
。

●
中
、
高
校
生
の
間
で
、
十
日

前
後
の
短
期
間
、
友
人
の
家
な

ど
を
泊
ま
り
歩
く
無
断
外
泊
が

目
立
ち
始
め
て
い
る
。「
プ
チ

家
出
」
と
も
呼
ば
れ
、
携
帯
電

話
で
連
絡
が
取
れ
る
た
め
、
親

が
放
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
●
電
子
メ
ー
ル
で
知
り
合

っ
た
女
子
中
学
生
に
三
万
円
を

渡
し
、
下
腹
部
を
触
ら
せ
た
と

し
て
、
財
団
法
人
武
蔵
野
ス
ポ

ー
ツ
振
興
事
業
団
職
員
（
二
十

五
歳
）
を
逮
捕
。
●
埼
玉
県
狭

山
市
の
会
社
員
夫
婦
が
一
九
九

七
年
四
月
十
八
日
ご
ろ
か
ら
生

後
三
カ
月
の
長
男
に
ほ
と
ん
ど

ミ
ル
ク
を
与
え
ず
放
置
し
、
翌

月
二
十
日
、
死
亡
さ
せ
た
。
●

預
か
っ
た
乳
児
を
床
に
放
り
投

げ
て
死
亡
さ
せ
た
と
し
て
、
東

京
の
三
十
七
歳
主
婦
を
傷
害
致

死
の
疑
い
で
逮
捕
。
こ
の
主
婦

の
夫
と
乳
児
の
父
親
は
と
も
に

警
官
で
、
互
い
に
子
ど
も
を
預

け
合
っ
て
い
た
が
、
主
婦
は

「
乳
児
が
泣
き
や
ま
な
い
の
で

投
げ
て
し
ま
っ
た
」
と
供
述
。

●
群
馬
県
警
捜
査
一
課
と
高
崎

署
は
七
日
夜
、
一
九
九
九
年
三

月
に
殴
る
な
ど
し
て
死
亡
さ
せ

た
三
歳
の
男
児
の
遺
体
を
、
群

馬
県
富
岡
市
内
の
林
に
埋
め
た

と
し
て
、
男
児
の
母
親
（
三
十

歳
）
と
、
内
縁
の
夫
（
二
十
五

歳
）
の
二
人
を
、
死
体
遺
棄
容

疑
で
逮
捕
。
●
二
十
六
歳
の
主

婦
が
自
宅
で
二
女
の
保
育
園
児

（
一
歳
九
カ
月
）
が
熱
を
出
し
、

泣
い
た
り
言
う
こ
と
を
聞
か
な

か
っ
た
り
し
た
こ
と
に
腹
を
立

て
、
顔
な
ど
を
平
手
で
殴
り
、

硬
膜
下
血
し
ゅ
な
ど
に
よ
り
死

亡
さ
せ
た
。
●
十
二
日
、
岡
山

県
東
粟
倉
村
の
無
職
男
性
（
五

十
一
歳
）
方
か
ら
出
火
、
木
造

二
階
建
て
の
母
屋
と
、
隣
接
す

る
離
れ
を
全
焼
す
る
火
事
が
あ

り
、
焼
け
跡
か
ら
男
性
の
妻

（
四
十
六
歳
）
と
妻
の
妹
（
四

十
一
歳
）
の
遺
体
が
見
つ
か
っ

た
。
勝
英
署
は
同
日
夜
、
自
宅

に
火
を
付
け
二
人
を
殺
害
し
た

と
し
て
、
放
火
と
殺
人
の
疑
い

で
男
性
の
無
職
の
二
女
（
十
七

歳
）
を
逮
捕
。
●
十
四
日
、
福

岡
県
嘉
穂
郡
内
で
、
一
歳
三
カ

月
の
男
児
が
病
院
に
運
ば
れ
、

約
二
時
間
後
に
死
亡
し
た
。
男

児
の
頭
が
い
骨
が
折
れ
、
顔
に

あ
ざ
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
病
院
は
同
日
、
虐
待
の
可

能
性
が
あ
る
と
み
て
飯
塚
署
に

通
報
。
同
署
は
、
傷
害
致
死
の

疑
い
で
、
男
児
の
義
父
の
会
社

員
（
三
十
八
歳
）
を
逮
捕
。
●

十
五
日
、
埼
玉
県
所
沢
市
の
市

立
中
学
校
で
、
中
学
三
年
の
男

子
生
徒
が
ト
ラ
ン
プ
遊
び
を
注

意
し
た
男
性
教
員（
二
十
四
歳
）

に
暴
行
、
教
員
は
重
傷
を
負
っ

た
。
●
今
年
一
月
か
ら
三
月
ま

で
の
全
国
の
児
童
虐
待
事
件
の

検
挙
者
は
前
年
同
期
比
十
二
人

（
二
六
・
七
％
）
増
の
五
十
七

人
で
、
被
害
児
童
数
も
同
十
四

人
（
三
五
・
九
％
）
増
の
五
十

三
人
に
上
り
、
う
ち
十
六
人

（
同
六
人
増
）
が
虐
待
が
原
因

で
死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
十
七

日
、
警
察
庁
の
ま
と
め
で
分
か

っ
た
。
●
十
七
日
、
和
歌
山
県

の
市
立
母
子
住
宅
で
女
が
子
ど

も
を
刺
し
た
、
と
通
報
が
あ
り

署
員
が
駆
け
付
け
た
と
こ
ろ
、

文
化
包
丁
を
手
に
し
た
女
が
立

っ
て
お
り
、「
電
話
中
に
子
ど

も
が
う
る
さ
か
っ
た
の
で
、
腹

が
立
っ
て
や
っ
た
」
と
長
男

（
四
歳
）
を
刺
し
た
こ
と
を
認

め
た
た
め
、
傷
害
の
現
行
犯
で

逮
捕
。
●
鹿
児
島
県
出
水
市
内

の
中
学
三
年
の
男
子
生
徒
（
十

四
歳
）
が
、
同
じ
中
学
の
卒
業

生
か
ら
暴
行
を
受
け
た
翌
日
に

自
宅
で
首
つ
り
自
殺
。（
十
八

日
）
●
「
死
ぬ
理
由
も
な
い
が
、

生
き
て
い
る
理
由
も
な
い
」
。

そ
ん
な
遺
書
を
残
し
て
福
岡
の

高
校
生
二
人
が
十
五
日
、
東
京

で
飛
び
降
り
自
殺
。
●
東
京
高

裁
の
現
職
判
事
が
十
九
日
、
児

童
買
春
容
疑
で
逮
捕
。（
二
十

日
）
●
静
岡
市
で
中
学
三
年
生

の
女
子
生
徒
に
お
よ
そ
五
時
間

に
わ
た
っ
て
殴
る
け
る
な
ど
の

暴
行
を
加
え
て
大
け
が
を
さ
せ

た
と
し
て
、
十
五
歳
の
無
職
の

少
女
二
人
が
傷
害
の
疑
い
で
逮

捕
さ
れ
、
十
三
歳
の
中
学
二
年

生
の
女
子
生
徒
も
補
導
。
●
大

阪
府
枚
方
市
の
府
立
高
校
の
男

性
教
諭
（
四
十
三
歳
）
が
、
修

学
旅
行
中
に
女
生
徒
の
部
屋
の

布
団
に
入
り
込
ん
で
い
た
こ
と

が
分
か
り
、
府
教
委
は
二
十
一

日
、
こ
の
教
諭
を
停
職
三
カ
月

の
懲
戒
処
分
に
し
た
。
●
和
歌

山
県
警
橋
本
署
は
二
十
二
日
ま

で
に
、
計
七
千
七
百
円
相
当
の

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
五
袋
を
万
引
し

た
と
し
て
窃
盗
の
疑
い
で
、
大

阪
府
河
内
長
野
市
の
市
立
中
学

教
諭
（
五
十
一
歳
）
を
逮
捕
し

た
。
●
無
職
の
男
性
（
二
十
六

歳
）
は
三
月
二
十
五
日
未
明
、

携
帯
電
話
の
出
会
い
系
サ
イ
ト

で
知
り
合
っ
た
東
京
都
の
無
職

の
十
六
歳
の
少
女
を
東
京
都
内

の
ホ
テ
ル
に
誘
い
、
現
金
五
万

円
を
渡
す
約
束
で
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
し
た
上
、
少
女
が
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
い
る
す
き
に
財

布
か
ら
現
金
二
万
四
千
円
と
携

帯
電
話
を
盗
ん
だ
疑
い
で
逮

捕
。
●
長
崎
県
で
、
中
学
校
三

年
の
男
子
生
徒
（
十
四
歳
）
が
、

同
じ
中
学
校
に
通
う
二
年
生
の

女
子
生
徒
（
十
三
歳
）
の
背
中

を
出
刃
包
丁
で
刺
し
、
重
傷
を

負
わ
せ
た
。
●
北
海
道
教
育
委

員
会
が
、
二
〇
〇
〇
年
度
ま
で

の
過
去
五
年
間
に
わ
い
せ
つ
行

為
を
し
た
と
し
て
教
職
員
を
処

分
し
た
二
十
六
件
の
う
ち
、
二

十
件
を
公
表
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
、二
十
五
日
分
か
っ
た
。

●
女
子
中
学
生
の
ス
カ
ー
ト
の

中
を
盗
撮
し
た
と
し
て
、
愛
媛

県
警
鬼
北
署
は
二
十
五
日
、
同

県
吉
田
町
立
間
、
県
立
宇
和
養

護
学
校
教
諭
（
五
十
七
歳
）
を

県
迷
惑
防
止
条
例
違
反
の
疑
い

で
逮
捕
し
た
。
●
中
学
時
代
に

い
じ
め
ら
れ
た
相
手
を
殺
害
し

よ
う
と
し
た
と
し
て
、
警
視
庁

は
二
十
五
日
、
東
京
都
江
東
区

の
専
門
学
校
生
ら
十
六
歳
の
少

年
三
人
を
殺
人
未
遂
の
疑
い
で

逮
捕
し
、
少
年
の
一
人
の
兄

（
当
時
十
九
歳
）
を
被
害
届
を

取
り
下
げ
さ
せ
よ
う
と
し
た
強

要
未
遂
な
ど
の
疑
い
で
逮
捕
し

た
、
と
発
表
し
た
。
●
高
知
県

警
の
元
幹
部
が
浴
室
を
盗
み
撮

り
す
る
た
め
に
民
家
に
侵
入
し

た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
事
件

で
、県
警
は
二
十
八
日
ま
で
に
、

別
の
民
家
な
ど
五
軒
に
も
侵
入

し
、
女
性
を
盗
撮
し
て
い
た
と

し
て
元
警
察
学
校
教
務
担
当
校

長
補
佐
（
五
十
三
歳
）（
懲
戒

免
職
、
住
居
侵
入
罪
で
起
訴
済

み
）
を
住
居
侵
入
容
疑
で
追
送

検
し
た
。
被
告
の
男
性
は
九
一

年
か
ら
南
国
署
刑
事
課
第
二
係

長
を
し
て
お
り
、「
捜
査
で
押

収
し
た
盗
撮
ビ
デ
オ
を
見
て
い

る
う
ち
に
自
分
も
興
味
が
わ
い

た
」
と
話
し
て
い
る
と
い
う
。

●
宮
城
県
警
が
無
免
許
運
転
で

逮
捕
し
た
男
が
「
福
井
県
に
二

女
（
当
時
二
歳
）
の
遺
体
を
捨

て
た
」
と
供
述
、
福
井
県
河
野

村
で
人
骨
が
見
つ
か
っ
た
事
件

で
、
福
井
県
警
武
生
署
は
二
十

八
日
、
死
体
遺
棄
の
疑
い
で
北

海
道
出
身
の
住
所
不
定
、
無
職

の
男
性
（
二
十
七
歳
）、
そ
の

妻
（
二
十
八
歳
）
の
二
容
疑
者

を
逮
捕
し
た
。
●
午
後
十
時
以

降
に
寝
る
五
―
六
歳
児
が
二
十

年
前
の
四
倍
に
増
え
、
母
親
の

約
二
割
が
子
ど
も
を
虐
待
し
て

い
る
の
で
は
と
不
安
を
感
じ
て

い
る
―
。
日
本
小
児
保
健
協
会

が
二
十
八
日
ま
で
に
ま
と
め
た

「
二
○
○
○
年
度
幼
児
健
康
度

調
査
」
で
子
ど
も
の
夜
更
か
し

が
進
み
、
虐
待
問
題
な
ど
で
多

く
の
母
親
が
子
育
て
に
悩
ん
で

い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
●
二
十
八
日
午
後
十
一
時

二
十
分
ご
ろ
、
東
京
都
町
田
市

の
会
社
員
（
三
十
一
歳
）
方
か

ら
「
子
ど
も
が
兄
弟
げ
ん
か
を

し
、
ぐ
っ
た
り
と
な
っ
た
」
と

一
一
九
番
が
あ
っ
た
。
三
男
の

保
育
園
児
（
四
歳
）
が
町
田
消

防
署
の
救
急
車
で
病
院
に
運
ば

れ
る
途
中
の
二
十
九
日
午
前
０

時
過
ぎ
、
死
亡
し
た
。
園
児
の

目
、
あ
ご
な
ど
に
殴
ら
れ
た
よ

う
な
多
数
の
外
傷
が
あ
り
、
父

親
を
逮
捕
。
●
宅
配
便
の
配
達

を
装
っ
て
部
屋
に
入
り
、
小
学

二
年
の
女
子
児
童
に
わ
い
せ
つ

行
為
を
し
た
と
し
て
、
警
視
庁

が
東
京
都
在
住
の
私
立
高
校
二

年
の
男
子
生
徒
を
強
制
わ
い
せ

つ
と
住
居
侵
入
の
疑
い
で
逮
捕

し
て
い
た
こ
と
が
三
十
日
、
分

か
っ
た
。
現
場
周
辺
で
は
昨
秋

か
ら
、
帰
宅
途
中
の
小
学
生
の

女
子
ら
を
狙
っ
て
、
路
上
で
頭

に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

袋
を
か
ぶ
せ
、
わ
い
せ
つ
行
為

を
す
る
事
件
が
数
件
起
こ
っ
て

お
り
、
警
視
庁
は
関
連
を
調
べ

て
い
る
。

シ
リ
ー
ズ 

▼
⑫
▲ 

事
務
局
　
杉
野
　
洋
一
郎 

5
月
中
に
報
道
さ
れ
た 

子
ど
も
に
関
す
る
事
件 

中川　喜雄先生（二部）をお迎えして、演奏会を開きます。 
一部に、前座として、 

　北山　吉明（形成外科） 
　村田　祐一（小児科） 
　岡本　　力（小児科） 
　大平　政樹（外科胃腸科） 
の各先生が出演します。 
ぜひ、ご来場下さい。 

■お問い合わせは… 

石川県保険医協会 TEL：076‐222‐5373 FAX：076‐231‐5156

このコーナーへの 
原稿を募集します。 
このコーナーへの 
原稿を募集します。 
保険医協会では、子どもの

心の問題に関する活動を進め
るにあたり、本コーナーにて、
読者のご意見をリレー式に掲
載させていただいています。
ご自身の地域や関わる団体に
ついて、あるいは日ごろ思って
いることなどを、800字から
1200字程度にまとめて、編
集部へお送り下さい。 
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死
ん
で
行
く
の
に
、
何
も

大
袈
裟
な
理
屈
は
い
ら
な

い
。
犬
も
猫
も
悠
々
と
死
ん

で
行
く
。
生
物
も
大
自
然
の

一
部
だ
か
ら
、
生
も
死
も

悠
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
行

く
。
考
え
て
見
る
と
、
わ
れ

わ
れ
人
間
の
生
命
の
寿
命

も
、
単
に
八
十
年
前
後
ど
こ

ろ
か
、
単
細
胞
の
時
代
か
ら

通
算
す
る
と
約
三
十
五
億
年

に
な
る
。
人
間
の
形
に
近
く

な
っ
て
か
ら
も
、
約
八
百
万

年
だ
と
い
う
。
今
書
い
て
い

る
「
私
の
手
」
を
構
成
し
て

い
る
原
子
は
、
何
百
億
年
の

昔
、
宇
宙
の
果
て
で
爆
発
し

た
恒
星
の
一
部
だ
と
宇
宙
物

理
学
は
教
え
て
い
る
。

死
に
つ
い
て
、
平
常
心
を

失
う
ほ
ど
悩
む
の
は
、
こ
の

小
さ
な
肉
体
だ
け
を
『
自
分

だ
』
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

（
そ
の
自
分
が
死
ね
ば
、
自

分
が
認
識
し
て
い
る
こ
の
世

も
終
わ
り
、
す
べ
て
が
な
く

な
る
）
こ
の
意
識
が
、
寂
し

さ
、
空
し
さ
、
そ
し
て
す
べ

て
を
失
う
辛
さ
を
生
む
。
も

し
、
自
分
と
い
う
範
囲
を
拡

げ
、
宇
宙
全
体
が
自
分
だ
と

思
え
ば
、
自
分
の
存
在
が
永

遠
に
近
く
感
じ
ら
れ
る
。

「
平
気
で
死
ぬ
こ
と
は
大

し
た
こ
と
で
は
な
い
。
平
気

で
生
き
て
行
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
」。
大
病
で
若
く
し

て
死
ん
だ
正
岡
子
規
の
こ
の

言
葉
が
胸
を
打
っ
た
。
た
と

え
ば
、
も
し
心
筋
症
に
な
っ

た
な
ら
、
不
整
脈
や
突
然
死

に
い
つ
襲
わ
れ
る
か
を
心
配

す
る
よ
り
は
、
今
、
生
き
て

い
て
、
今
、
動
け
る
こ
と
を

喜
ん
で
、
や
り
た
い
こ
と
を

や
れ
ば
良
い
。
そ
れ
が
悟
り

だ
と
い
う
。

こ
の
本
は
死
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
意
見
を
紹

介
し
て
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
誰

も
が
、
い
つ
か
直
面
す
る
死

に
つ
い
て
、
も
し
、
悩
ん
で

い
た
ら
一
読
を
お
勧
め
す

る
。
死
に
つ
い
て
、
必
要
以

上
に
悩
む
こ
と
が
い
か
に
自

意
識
過
剰
で
あ
る
か
を
分
か

ら
せ
て
く
れ
る
。

こ
の
本
を
読
ん
で
、
思
い

出
さ
れ
る
の
は
、
『
論
語
』

の
最
後
の
言
葉
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
『
不
知
命
、
無
以
為

君
子
也
』。

天
命
と
い
う
こ
と
を
わ
き

ま
え
な
い
よ
う
で
は
、
君
子

と
は
言
え
な
い
。
自
分
と
い

う
小
さ
な
殻
を
超
越
し
て
、

気
宇
広
大
に
な
れ
る
本
で
あ

る
。

『白き黄昏
たそがれ

─老いて白道をゆく─』
●A5判・178頁
●1冊1,600円＋税
●登谷栄作 著
●北國新聞社出版局発行

『
白
き
黄
昏

た
そ
が
れ

』
を
読
ん
で

大
石
　
博
司
（
金
沢
市
・
産
婦
人
科
）
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人
住
ま
ぬ
庭
の
木
漏
日
寒
雀

最
近
、
俳
句
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
右
の
一
句
の
作

者
Ｈ
さ
ん
と
は
、
長
年
の
交
誼
の
間
柄
で
、
こ
の
人
に
は
以

前
よ
り
た
び
た
び
、
俳
句
を
始
め
て
み
な
い
か
と
誘
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
何
し
ろ
（
戦
後
生
ま
れ
の
小
生
は
）
季
節
感
覚

に
う
と
く
、
そ
れ
に
季
語
を
知
ら
ず
、
よ
っ
て
季
語
の
あ
し

ら
い
が
難
し
そ
う
で
、
そ
の
都
度
口
を
濁
し
て
い
た
も
の
で

す
。と

こ
ろ
が
、
髪
の
毛
も
や
た
ら
と
白
い
も
の
が
増
え
て
き

た
今
日
こ
の
頃
、
道
に
沿
っ
て
生
え
て
い
る
小
さ
な
花
に
心

を
奪
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
老
化

（
？
）
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
こ
の
、
自
然
の
季
物
を
取
り

入
れ
て
詠
む
俳
句
な
る
も
の
が
、〝
自
分
〞
を
背
後
に
潜
ま

せ
、〝
自
然
の
景
〞
な
ど
を
詠
い
な
が
ら
、〝
心
の
景
〞
を
示

す
句
が
多
い
こ
と
が
、
私
に
は
新
鮮
に
写
り
、
こ
の
詩
型
が

日
常
接
す
る
自
然
を
親
し
く
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
Ｈ
さ
ん
に
話
し
ま
す
と
、
こ
の
人
は
、

今
度
は
や
た
ら
と
俳
句
に
関
す
る
書
物
を
私
の
と
こ
ろ
に
持

っ
て
く
る
の
で
す
。
数
冊
読
む
と
、
素
人
と
い
う
も
の
の
浅

は
か
さ
、
訳
し
り
顔
に
、
人
様
に
話
し
た
く
な
る
も
の
で
す
。

今
回
は
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
こ
と
寄
せ
て
、
私
の

愛
誦
す
る
句
を
何
句
か
あ
げ
て
、
短
い
鑑
賞
を
加
え
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

じ
ぱ
ん
ぐ
ノ
夕
空
ダ
ル
マ
サ
ン
ガ
転
ン
ダ
　
橋
口
等

作
者
は
、
例
年
、
夏
に
は
洪
水
を
き
た
し
、
冬
は
シ
ベ
リ

ア
な
ど
か
ら
の
鶴
の
飛
来
地
と
し
て
有
名
な
鹿
児
島
県
出
水
い
ず
み

市
在
住
の
人
。「
じ
ぱ
ん
ぐ
」
と
い
う
言
葉
の
重
い
響
き
が
、

存
在
感
の
そ
ん
な
に
な
い
ダ
ル
マ
を
、
重
量
感
あ
る
も
の
に

変
え
て
い
ま
す
。
言
葉
の
力
。
橋
口
氏
は
、
無
季
を
容
認
す

る
俳
誌
『
吟
遊
』（
夏
石
番
矢
ば
ん
や

代
表
）
所
属
。

大
学
も
葵
祭
の
き
の
ふ
け
ふ
　
田
中
裕
明
ひ
ろ
あ
き

昨
年
、
関
西
で
、
新
し
い
結
社
（『
ゆ
う
』）
を
立
ち
あ
げ

た
作
者
の
、
学
生
時
代
の
句
で
す
。
こ
の
句
の
声
調
リ
ズ
ム

が
、
京

都
の
夏
祭
の
〝
華
や
い
だ
雰
囲
気
〞
を
伝
え
、
そ
れ
が
、
閑

散
と
し
た
学
内
に
も
及
ん
で
い
る
の
を
香
り
高
く
感
じ
さ
せ

ま
す
（
こ
の
人
に
は
、「
渚
に
て
金
澤
の
こ
と
菊
の
こ
と
」

と
い
う
気
品
の
あ
る
句
も
あ
り
ま
す
）。
作
者
は
虚
子
晩
年

の
愛
弟
子
で
あ
り
、
伝
統
俳
句
を
承う

け
つ
ぎ
な
が
ら
、
現
代

俳
句
と
の
あ
わ
い
に
遊
ん
だ
波
多
野
爽
波
そ
う
は

（『
青
』
主
宰
。

故
人
。
作
品
に
は
、「
大
金
を
も
ち
て
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
け

り
」「
か
の
人
を
こ
こ
の
炬
燵
に
呼
び
た
く
て
」
な
ど
）
の

薫
陶
を
受
け
た
人
。
作
者
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

生
ま
れ
。

歯
が
ひ
と
つ
抜
け
た
る
秋
の
笑
い
か
な
　
橋

石

か
ん
せ
き

英
文
学
者
に
し
て
、
連
句
を
巻
い
た

石
の
、
自
ら
言

う
〝
囚
わ
れ
ざ
る
姿
〞
の
句
で
す
。
作
者
は
、
金
沢
の
生
ま

れ
（
故
人
）。
神
戸
に
て
俳
誌
『
白
燕

び
ゃ
く
え
ん

』
を
創
刊
。

次
に
私
の
句
を
一
句
。

タ
イ
ヤ
キ
を
食
い
て
笑
い
て
春
の
風

い
や
い
け
ま
せ
ん
。
冗
舌
も
こ
の
位
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

会員リレーエッセイ ◆◆28◆◆

私
の
好
き
な
句

白
井
清
一
郎
（
金
沢
市
・
歯
科
）

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は９面にあります） 

故 乗岡六段の実戦からで黒番です。 
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昨
年
は
ス
イ
ス
の
ア
ル
プ
ス

へ
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ど
う
し
て
も
人
数
の
制
限

が
あ
り
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
年
の
一
月
に
Ｉ
先

生
か
ら
電
話
が
あ
り
、
五
月
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
に
ス

イ
ス
と
ウ
イ
ー
ン
の
旅
行
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
で
も

連
休
と
い
っ
て
も
約
十
日
ほ
ど

の
日
程
が
必
要
で
あ
り
、
な
か

な
か
開
業
医
に
と
っ
て
は
大
変

だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
思
い
切

っ
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

四
月
二
十
七
日
（
金
）、
小

松
か
ら
羽
田
ま
で
飛
行
機
、
そ

し
て
成
田
で
一
泊
し
て
、
成
田

か
ら
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
航
空
）
に
乗
る
計
画
で
す
。

私
は
金
曜
日
も
仕
事
が
あ
る
の

で
、
金
沢
か
ら
夜
行
（
北
陸
）

に
乗
り
、
上
野
で
京
成
電
鉄
に

乗
り
換
え
、
成
田
に
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
夜
行
に
乗
る
の

は
Ｉ
先
生
、
Ｍ
先
生
の
ご
夫
婦

と
一
緒
で
し
た
。

四
月
二
十
八
日
午
前
六
時
十

九
分
に
上
野
到
着
。
京
成
電
鉄

で
成
田
に
到
着
。
指
定
さ
れ
た

場
所
で
、
ほ
か
の
人
た
ち
と
一

緒
に
な
り
ま
し
た
。
十
一
時
五

十
五
分
に
成
田
を
出
発
。
最
初

は
日
本
海
、
そ
の
う
ち
雲
の
中

で
何
も
見
え
ず
、
現
地
時
間
の

約
四
時
ご
ろ
に
な
っ
て
、
雲
の

中
か
ら
か
す
か
に
地
上
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
本
当
は
シ
ベ
リ

ア
か
ら
北
極
海
を
通
っ
て
、
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
向
か
う
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
下
に
見

え
る
地
形
は
、
多
分
、
ロ
シ
ア

の
上
空
で
あ
り
、
あ
ち
こ
ち
に

見
え
る
川
は
左
や
右
に
蛇
行
し

て
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
凍

結
し
て
い
て
、
白
く
反
射
し
て

い
ま
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
北
部

上
空
、
そ
し
て
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
の
南
を
飛
び
、
下
に

見
え
る
の
は
ラ
ト
ビ
ア
か
リ
ト

ア
ニ
ア
か
。
バ
ル
ト
海
を
渡
っ

て
デ
ン
マ
ー
ク
上
空
に
入
り
ま

し
た
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
近
く
に
な

る
と
、
ま
っ
た
く
雲
の
中
で
、

雲
の
中
を
突
き
切
っ
て
空
港
に

揺
れ
な
が
ら
到
着
し
ま
し
た
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
ま
で
は
時

差
七
時
間
、
現
地
時
間
で
午
後

四
時
四
十
分
に
到
着
し
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
はT

h
e
P
alace

H
otel

。
五
時
半
ご
ろ
、
フ
ロ

ン
ト
の
前
で
、
名
簿
に
名
前
を

記
入
中
、
足
下
に
置
い
た
カ
メ

ラ
を
盗
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
昨
年
は
ス
リ
と
か
カ
ッ
パ

ラ
イ
が
多
い
か
ら
気
を
付
け
る

よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
た
の

に
、
さ
っ
そ
く
ホ
テ
ル
の
中
で

盗
ま
れ
て
し
ま
い
、
首
に
下
げ

て
お
け
ば
取
ら
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
に
と
、
が
っ
か
り
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
の
前
は
チ
ポ
リ

公
園
で
、
皆
は
公
園
の
中
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。で
も
、

私
た
ち
は
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た

カ
メ
ラ
の
こ
と
で
、
ツ
ー
リ
ス

ト
の
木
村
さ
ん
と
一
緒
に
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
警
察
署
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
警

察
署
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
分
か

ら
ず
、
再
三
聞
き
歩
い
て
、
や

っ
と
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
警
察
官
か
ら
犯
人
を
見

た
か
、
背
た
け
は
ど
の
く
ら
い

か
、何
人
だ
っ
た
か
な
ど
な
ど
、

矢
継
ぎ
早
に
質
問
さ
れ
ま
し

た
。
は
っ
き
り
見
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
ど
う
し
よ
う
も
な

く
、
警
察
官
は
、
カ
メ
ラ
は
多

分
出
な
い
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
あ
の
カ
メ
ラ

を
盗
ん
で
も
Ａ
Ｐ
Ｓ
だ
か
ら
使

え
る
だ
ろ
う
か
・
・
・
。
Ａ
Ｐ

Ｓ
の
フ
イ
ル
ム
は
、
カ
メ
ラ
屋

さ
ん
で
も
売
っ
て
い
な
い
。
で

も
空
港
ま
で
行
け
ば
売
っ
て
い

る
と
言
う
。
木
村
さ
ん
は
「
保

険
が
あ
る
か
ら
日
本
へ
帰
っ
て

か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
」
と

言
う
の
で
、帰
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
チ
ポ
リ
公
園
の
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
。
皆
さ
ん
は
ア
ル
コ

ー
ル
が
入
っ
て
い
て
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
同
ホ

テ
ル
に
宿
泊
。

（
つ
づ
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─ 種々の呼吸器疾患の治療を改めて検証 ─ 

本書も他の治療ガイドラインシリーズと同様に、オーストラリアの医学界
が国をあげて各専門領域ごとに世界中の文献をもとに、根拠に基づく結論
を導きだしたものである。咳嗽や喘息などのように日常診療でよく遭遇す

るものから肺癌にいたるまでの種々の呼吸器疾患に対して必要な実践的な
治療のポイントと考慮すべき注意点が述べられている。さらに患者指導で
とくに必要な吸入剤や喫煙についても章を独立させて解説されている。 

呼吸器疾患治療ガイドライン 
著　オーストラリア治療ガイドライン委員会　編訳　医薬品・治療研究会 
Therapeutic Guideline：Respiratory ver2 by Therapeutic Guideline Limited（Australia）

客観的立場で世界の文献を集約した国際的EBM治療マニュアル  第4弾 

第一線医療に役立つ A5判  300頁 
予価：3,800円 
A5判  300頁 
予価：3,800円 

●お申し込みは…… 石川県保険医協会まで　TEL：０７６（２２２）５３７３／FAX：０７６（２３１）５１５６ 
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スイスアルプスとウィーン10日間の旅 スイスアルプスとウィーン10日間の旅 スイスアルプスとウィーン10日間の旅 1
─ 初日にカメラを盗まれて ─ 

藤田　士郎（金沢市・内科） 

ロシア領と思われるが、河の蛇行




